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はじめに 

 
 
令和２年度の環境科学院の年次報告書を発行いたします。 

 

 本年度は、新型コロナウイルス感染症との戦いの１年となりました。平成 30年に発生した

胆振東部地震、そしてそれにより発生したブラックアウトが遠い昔の出来事かと思うくらいで

す。そして、この年次報告書を発行する段階でも、まだ新型コロナウイルスとの戦いは継続中

です。特に、令和２度に入学された大学院生の皆さんには、入学式挙行の中止など、大学院大

学の環境科学院として、新入生の皆様を例年通りお迎えできなかったことは大変残念に思う次

第です。 

しかし、その苦境の中でも、環境科学院を組織する、地球環境科学研究院、水産科学研究

院、低温科学研究所、電子科学研究所、触媒科学研究所、北方生物圏フィールド科学センタ

ー、北極域研究センターの７部局が力を合わせ、オンラインによる学院説明会、そして何よ

り、本学でも初めての完全オンラインによる入試を実施いたしました。出題形式の変更、ネッ

トワーク環境の整備に加え、本学院の特徴でもある、海外からの多くの留学希望者に対して

も、時差を考慮した面接スケジュールを設定しての実施となりました。お陰さまで、大きなト

ラブルもなく、全ての入試を無事に終えることができました。これも、日頃から多様な環境に

適応してきた本学院の「レジリエンス（resilience）」の賜物と思います。ご尽力いただい

た、教員、事務職員、そしてご理解とご協力をいただいた学生の皆さんに感謝する次第です。 

 また、令和３年度で終了する第３期中期目標期間の総括に向けて、「自己点検評価」、「外

部点検評価」も実施させていただきました。外部点検評価に関しましても、外部評価委員の先

生方には、オンラインによる委員会開催という形でご不便をおかけいたしましたが、今後の環

境科学院にとって大変貴重なご意見、ご鞭撻を頂戴いたしました。 

 予測できない様々な苦難もありますが、本報告書の発行とともに、組織として教育、研究活動

を自己評価し、今後の当学院のさらなる発展に資したいと考えております。 

 

 

          北海道大学大学院環境科学院長 

                大原 雅 
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１ 沿革 

 
大学院環境科学研究科         
1977（昭和 52）年 
 
 

 4 月 1 日 大学院環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 
環境計画学専攻修士課程，環境構造学専攻修士課程，社会環境学専攻修士課程，環境保全

学専攻修士課程が設置される 

 4 月 1 日 環境計画学専攻博士後期課程が設置される 

1978（昭和 53）年 4 月 1 日 環境構造学専攻博士後期課程が設置される 

1979（昭和 54）年 4 月 1 日 社会環境学専攻博士後期課程，環境保全学専攻博士後期課程が設置される 

1980（昭和 55）年  3 月 10 日 管理棟・研究棟（現在の A 棟）・実験棟（6,898 ㎡）竣工 

1987（昭和 62）年 10 月 17 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念式典・祝賀会を開催 

1988（昭和 63）年  2 月 20 日 大学院環境科学研究科創立 10 周年記念公開シンポジウムを開催 

 
大学院地球環境科学研究科         
1993（平成 5）年  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究科が設置される 

 4 月 1 日 
地圏環境科学専攻（修士課程，博士後期課程），生態環境科学専攻（修士課程，博士後期

課程），物質環境科学専攻（修士課程，博士後期課程）が設置される 

 7 月 14 日 アメリカ合衆国イリノイ大学大学院シカゴ校と部局間交流協定を締結 

1994（平成 6）年  4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻修士課程が設置される 

1995（平成 7）年  3 月 16 日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と部局間交流協定を締結 

1996（平成 8）年   2 月 9 日 
英国（イギリス）ノッティンガム大学と部局間交流協定を締結 

（～2002(平成 14)年 2 月 6日） 

 4 月 1 日 大気海洋圏環境科学専攻博士後期課程が設置される 

12 月 2 日 研究棟（現在の B 棟）（第一期 4,580㎡）竣工 

1997（平成 9）年 10 月 1 日 大韓民国ソウル大学校と大学間交流協定を締結                   

10 月 17 日 ネパール連邦民主共和国トリブバン大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結 

11 月 17 日 中華人民共和国蘭州大学資源環境学院と部局間交流協定を締結 

1998（平成 10）年 
 1 月 16 日 

マレーシア マレーシア・サバ大学科学技術研究科と部局間交流協定を締結      

（～ 2003（平成 15）年 1 月 15 日） 

2000（平成 12）年  3 月 27 日 研究棟（現在の C 棟）（第二期 5,282㎡）竣工 

10 月 25 日 大韓民国釜慶大学校と大学間交流協定を締結                    

2003（平成 15）年 9 月 29 日 大学院地球環境科学研究科創立 10 周年記念シンポジウム・祝賀会を開催 

 
 
大学院環境科学院     
2005（平成 17）年  4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院が設置される 

4 月 1 日 大学院環境科学院が設置される 

 4 月 1 日 
大学院環境科学院に環境起学専攻（修士課程，博士後期課程），地球圏科学専攻（修士課

程，博士後期課程），生物圏科学専攻（修士課程，博士後期課程），環境物質科学専攻

（修士課程，博士後期課程）が設置される                     
2006（平成 18）年 8 月 26 日 インドネシア共和国パランカラヤ大学と大学間交流協定を締結 

2007（平成 19）年  6 月 13 日 スイス連邦スイス連邦工科大学と大学間交流協定を締結 

11 月 12 日 ロシア連邦 ロシア極東国立大学と大学間交流協定を締結               

2009（平成 21）年 1 月 9 日 オーストラリア連邦タスマニア大学と大学間交流協定を締結              

12 月 24 日 講義棟（614 ㎡）竣工 
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2010（平成 22）年 2 月 11 日 ドイツ連邦共和国ブレーメン大学と大学間交流協定を締結             

3 月 31 日 大学院環境科学院のコースを一部廃止 

4 月 9 日 中華人民共和国蘭州大学と大学間交流協定を締結                 

9 月 2 日 
中華民国（台湾）国立成功大学と部局間交流協定を締結              

（～2016(平成 28)年 3 月 31 日） 

10 月 24 日 ネパール連邦民主共和国トリブバン大学と大学間交流協定を締結 

10 月 29 日 中華人民共和国東南大学と大学間交流協定を締結 

10 月 アメリカ合衆国ハワイ大学マノア校との大学間交流協定に参画           

11 月 25 日 中華人民共和国厦門大学と大学間交流協定を締結                 

2011（平成 23）年 2 月 3 日 中華人民共和国中国海洋大学と大学間交流協定を締結               

4 月 1 日 大学院地球環境科学研究院の分野を一部再編，大学院環境科学院のコースを一部再編 

4 月 13 日 (株)星野リゾート・トマムとの間で連携協定を締結 

10 月 13 日 中華人民共和国西北農林科技大学と大学間交流協定を締結             

12 月 15 日 環境中間支援会議・北海道との間で連携協定を締結 

2012（平成 24）年 1 月 フィンランド共和国オウル大学との大学間交流協定に参画             

3 月 14 日 中華民国（台湾）国立中興大学と大学間交流協定を締結              

4 月 2 日 ロシア連邦 北東連邦大学と大学間交流協定を締結                

5 月 31 日 
ドイツ連邦共和国 GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean Research Kiel と部局間交流

協定を締結                                 

6 月 25 日 
中華民国（台湾）国立東華大学環境学院と部局間交流協定を締結 

（～2018(平成 30)年 3 月 19 日）  

9 月 21 日 (株)星野リゾート・トマム及び占冠村との間で連携協定を締結 

12 月 27 日 大韓民国成均館大学校と大学間交流協定を締結                  

2013（平成25）年 
 1 月 22 日 アメリカ合衆国ユタ大学大学院・ナノ研究所と部局間交流協定を締結        

1 月 23 日 中華民国（台湾）国立成功大学と大学間交流協定を締結              

 7 月 29 日 北海道コカ・コーラボトリング株式会社との間で連携協定を締結 

2014（平成26）年 2 月 5 日 マレーシア マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所と部局間交流協定を締結   

3 月 20 日 インドネシア共和国バンドン工科大学と大学間交流協定を締結 

７月 16 日 フィリピン共和国フィリピン大学と大学間交流協定を締結             

9 月 29 日 マレーシア マレーシア大学テレンガヌ校海洋科学・環境科学部と部局間交流協定を締結 

2015（平成27）年 2 月 16 日 ノルウェー王国オスロ大学地球科学科と部局間交流協定を締結           

12 月 28 日 中華人民共和国香港科技大学理学院と部局間交流協定を締結 

2016（平成28）年 
3 月 17 日 

アメリカ合衆国カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス海洋研究所と部局間交流協

定を締結 

4 月 12 日 マレーシア マレーシア・サバ大学と大学間交流協定を締結 

2017（平成29）年 6 月 7 日 中華民国（台湾）国立東華大学と大学間交流協定を締結 

7 月 13 日 ノルウェー王国オスロ大学数学・自然科学部と部局間交流協定を締結 

10 月 23 日 中華人民共和国華東師範大学地球科学部と部局間交流協定を締結 

10 月 26 日 イタリア共和国トリノ大学農学，森林科学及び食品科学部と部局間交流協定を締結 

2018（平成30）年 1 月 15 日 インド インド工科大学ボンベイ校と大学間交流協定を締結 

2 月 27 日 インドネシア共和国イスラム大学数学・自然科学部と部局間交流協定を締結 

3 月 26 日 インド インド工科大学マドラス校と大学間交流協定を締結 

4 月 2 日 インド インド工科大学ハイデラバード校と大学間交流協定を締結 

7 月 26 日 ロシア連邦 北東連邦大学と部局間交流協定を締結 
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2019（令和元）年 10 月 15 日 中華人民共和国武漢紡織大学化学・化学工学院と部局間交流協定を締結 

2020（令和 2）年 2 月 27 日 タイ王国ヴィデャシリメディ科学技術大学と学術交流協定を締結 

 
 
 
 
２ 歴代研究科長，学院長・研究院長 

 
職  名 氏  名 在  任  期  間 

大学院環境科学研究科長 関   清 秀  1977（昭和 52）年 4 月 1 日～1979（昭和 54）年 3 月 31 日 

高 桑 栄 松  1979（昭和 54）年 4 月 1 日～1980（昭和 55）年 3 月 31 日 

明 道   博  1980（昭和 55）年 4 月 1 日～1982（昭和 57）年 3 月 31 日 

太 田   實  1982（昭和 57）年 4 月 1 日～1986（昭和 61）年 3 月 31 日 

伊 藤 浩 司  1986（昭和 61）年 4 月 1 日～1990（平成 2） 年 3 月 31 日 

黒 柳 俊 雄  1990（平成 2） 年 4 月 1 日～1992（平成 4） 年 3 月 31 日 

小 島   豊  1992（平成 4） 年 4 月 1 日～1993（平成 5） 年 3 月 31 日 

大学院地球環境科学 

研究科長 

堀     浩  1993（平成 5） 年 4 月 1 日～1995（平成 7） 年 3 月 31 日 

戸 倉 清 一  1995（平成 7） 年 4 月 1 日～1998（平成 10）年 3 月 31 日 

西   則 雄  1998（平成 10）年 4 月 1 日～2002（平成 14）年 3 月 31 日 

池 田 元 美  2002（平成 14）年 4 月 1 日～2005（平成 17）年 3 月 31 日 

大学院環境科学院長・ 

大学院地球環境科学 

研究院長 

池 田 元 美  2005（平成 17）年 4 月 1 日～2007（平成 19）年 3 月 31 日 

岩 熊 敏 夫  2007（平成 19）年 4 月 1 日～2009（平成 21）年 3 月 31 日 

南 川 雅 男  2009（平成 21）年 4 月 1 日～2011（平成 23）年 3 月 31 日 

嶋 津 克 明  2011（平成 23）年 4 月 1 日～2013（平成 25）年 9 月 30 日 

久 保 川 厚  2013（平成 25）年 10 月 1 日～2017（平成 29）年 9 月 30 日 

大 原   雅 2017（平成 29）年 10 月 1 日～ 
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３ 教員組織 
学院長   大原  雅 
副学院長 小西 克明 
学院長補佐 露崎 史朗 
学院長補佐 谷本 陽一 

2.4.1現在 

専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助   手 

環境起学専攻 
 

専攻長 
渡邉 悌二 

人間・生態 
システム 

露崎 史朗 
渡邉 悌二  

藤井 賢彦 
石川  守 
白岩 孝行 
佐藤 友徳 
根岸淳二郎 
早川 裕弌 

 先崎 理之 
川西 亮太  

 

環境適応科学 
野呂 真一郎 豊田 和弘  

 
 

実践環境科学 
山中 康裕 

 
 

 
 

国際環境保全 

沖野 龍文 藏崎 正明 

平田 貴文 
 ラム，アバタル 

ガルシア 
モリノス， 
ホルヘ 

 

地球圏科学 
専攻 

 
専攻長 

江淵 直人 

生物地球化学 

杉本 敦子 
力石 嘉人 

鈴木 光次 
山本 正伸  

山下 洋平 
西岡  純 
渡辺  豊 
関   宰 
亀山 宗彦 

 入野 智久 
宮﨑 雄三 

滝沢 侑子  

 

雪氷・寒冷圏

科学 

渡辺  力 
グレーベ， 

ラルフ・ 
ギュンター 
杉山  慎 

飯塚 芳徳  石井 吉之 

曽根 敏雄 
的場 澄人 
下山  宏 
ポドリスキ，

エブゲニ 

 

大気海洋物理 
学・気候力学 

久保川 厚 
谷本 陽一 
大島慶一郎 
江淵 直人 
三寺 史夫 
深町  康 

藤原 正智 
青木  茂 
堀之内 武 

中村 知裕 水田 元太 
豊田 威信 
川島 正行 
平野 大輔 
中山 佳洋 
安成 哲平 
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専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助  手 

生物圏科学 
専攻 

 
専攻長 

工藤  勲  

多様性生物学 
相場 慎一郎 工藤  岳  久保 拓弥  

生態遺伝学 
大原  雅 
鈴木  仁 

越川 滋行  早川 卓志 吉田 磨仁 

分子生物学 

福井  学 
森川 正章 
山口 良文 

笠原 康裕 
落合 正則 
山崎 健一 

三輪 京子 

 小島 久弥 
鷲尾 健司 
曽根 正光 
渡邉 友浩 

 

植物生態学 
原 登志彦   小野 清美  

動物生態学 
野田 隆史 小泉 逸郎  大舘 智志  

海洋生物生産 
工藤  勲 清水 宗敬 

芳村  毅 
浦  和寛 

   

水圏生物学 

長里千香子 

山羽 悦郎 
仲岡 雅裕 
宮下 和士 
宗原 弘幸 

四ツ倉典滋 
三谷 曜子 
伊佐田智規 

 山本  潤 
傳法  隆 

 

 

森林圏フィール

ド科学 

佐藤 冬樹 
齊藤  隆 

柴田 英昭 
吉田 俊也 

車  柱榮 
揚妻 直樹 

高木健太郎 
内海 俊介 
中路 達郎 
岸田  治 
中村 誠宏 
福澤加里部 
小林  真 

 野村  睦 
 

 

耕地圏科学 
星野洋一郎 

 
中村   剛 
河合 正人 

 平田 聡之 
三谷 朋弘 
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専   攻 コ ー ス 教   授 准 教 授 講   師 助   教 助  手 

環境物質科学

専攻 
 

専攻長 
八木 一三 

生体物質科学 
小野田 晃 山田 幸司 

梅澤 大樹 
 諸角 達也  

ナノ環境材料 

小西 克明 
八木 一三 
神谷 裕一 

廣川  淳 
七分 勇勝 
加藤  優 

 中田  耕 
大友 亮一 

 

光電子科学 

中村 貴義 
ビジュ， 
ヴアスデヴア

ン ピライ 

髙野 勇太  柚山 健一 
髙𣘺𣘺 仁德 

 
 

環境触媒化学 

大谷 文章 コワルスカ， 
エバ カタルツ

ィーナ 

 高島  舞  

※ 斜体は特任教員・ゴシックは再雇用教員を示す。 

 
 
 
 
 
４ 事務組織                                

2.4.1現在 
環境科学事務部 担 当 係 長 主 任 一般職員 契約職員等 

事務長 
長野 剛志 

総 務 
徳田 歳広 

山下 昌利 
山形 直子 沼舘加菜子 

浦新さと子（事務補佐員） 

竹内 梨絵（事務補助員） 

白井 明子（事務補助員） 

教 務 脇坂 共匡 
三宅 由美 

木下 真純 
岸  紘子 

中川 裕子（事務補助員） 

疋田 摩美（事務補助員） 

会 計 木村 一男 五十嵐香里 木村 晃平 村家 陽子（事務補助員） 

図 書 坂本ゆう子       

 
 
 
 
 

 
 

  

 
研究院長室秘書 

 
星野 悠美（事務補佐員） 
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５ 各種委員会 
                                                    2.4.1現在 

 

 
  

委員会名 環境起学 地球圏科学 生物圏科学 環境物質 
科学 

副学院長 
学院長補佐 職指定 

事務 
選出 
委員 

事務 
所掌 

備
考 

専攻長 
会議 渡邉 悌二 江淵 直人 工藤   勲 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務
担当 

申合

せで

明記 

学院人事
委員会 渡邉 悌二 江淵 直人 工藤   勲 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務
担当  

教務 
委員会 渡邉 悌二 江淵 直人 工藤   勲 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長 全学教
務委員  教務

担当 
内規

で 
明記 

入学試験 
委員会 渡邉 悌二 江淵 直人 工藤   勲 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   教務
担当 

内規

で 
明記 

点検評価
委員会 渡邉 悌二 江淵 直人 工藤   勲 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  事務長 総務
担当 

内規

で 
明記 

将来計画
委員会 渡邉 悌二 江淵 直人 工藤   勲 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長   総務
担当  

安全管理
委員会 渡邉 悌二 江淵 直人 工藤   勲 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長  事務長 会計
担当  

広報 
委員会 先崎 理之 山本 正伸 鈴木  仁 山田 幸司  学院長    総務

担当  

WEB 
サイト 
管理 
委員会 

佐藤 友徳 
露崎 史朗 

宮崎 雄三 
山下 洋平 

吉田 麿仁
久保 拓弥 

加藤  優 
山田 幸司 学院長補佐     総務

担当 
各専

攻２

名 

学生 
委員会 沖野 龍文 鈴木 光次 三輪 京子 八木 一三 学院長補佐   全学学

生委員  教務
担当 

内規

で 
明記 

留学生 
委員会 渡邉 悌二 江淵 直人 工藤   勲 八木 一三 副学院長 

学院長補佐 学院長 専攻長 
英語プログ

ラム運営委

員会委員長 
 教務

担当 
内規

で 
明記 

ハラスメ
ント防止
委員会 

渡邉 悌二 江淵 直人 工藤   勲 八木 一三 副学院長 
学院長補佐 学院長 専攻長 

全学ハラス

メント予防

推進員 
 教務

担当  

英語プロ
グラム運
営委員会 

藤井 賢彦 力石 嘉人 鈴木  仁 八木 一三 学院長、副学院長、学
院長補佐から１名  

学院長が必

要と認める

者 
 教務

担当  

コース 
代表教員 

根岸淳二郎 
豊田 和弘 
山中 康裕 
沖野 龍文 

杉本 敦子 
久保川 厚 
杉山  慎 

 

相場慎一郎 
越川 滋行 
森川 正章 
小野 清美 
野田 隆史 
芳村  毅 
長里千香子 
内海 俊介 
星野洋一郎 

小野田 晃 
神谷 裕一 
ビジュ，ヴ
アスデヴア
ン ピライ 
大谷 文章 
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Ⅱ 学生の受入 
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６ 入学試験 
 
令和２年度 

特別推薦入試：修士課程（博士前期課程）生物圏科学専攻・環境物質科学専攻 
令和 元年 ５月２７日（月） 

 
秋季入試：博士後期課程   令和 元年 ８月２２日（木） 

２３日（金） 
      修士課程（博士前期課程）  令和 元年 ８月２２日（木） 

２３日（金） 
 

秋季推薦／特別入試：修士課程（博士前期課程） 
令和 元年１１月２０日（水） 

 
春季入試：博士後期課程   令和 ２年 ２月２０日（木） 
     修士課程（博士前期課程）  令和 ２年 ２月２０日（木） 

２月２１日（金） 
 

１０月入学入試：博士後期課程  令和 ２年 ８月２４日（月） 
２５日（火） 

            修士課程（博士前期課程） 令和 ２年 ８月２４日（月） 
２５日（火） 

 
 
入試説明会 

 第１回      令和 元年 ５月１８日（土） 
１９日（日） 
２１日（火） 

６月１５日（土） 
第２回      令和 元年１０月２０日（日） 
                          １０月２１日（月） 

 第３回      令和 元年１２月 ３日（火） 
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７ 学生定員と現員の推移 

７−１ 入学定員 
①  博士後期課程           （単位：人） 

専攻 定員数 
環境起学専攻 15 
地球圏科学専攻 14 
生物圏科学専攻 23 
環境物質科学専攻 11 

計 63 

 
②  修士課程（博士前期課程）     （単位：人） 

専攻 定員数 
環境起学専攻 44 
地球圏科学専攻 35 
生物圏科学専攻 52 
環境物質科学専攻 28 

計 159 

 
 

７−２ 入学者数 
① 博士後期課程 

（単位：人（％）） 
専 攻 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

環境起学専攻 10（67％） 8（53％） 11 （73％） 11 （73％） 7 （47％） 

地球圏科学専攻 7（50％） 5（36％） 7 （50％） 8 （57％） 10 （71％） 

生物圏科学専攻 12（52％） 13（57％） 18 （78％） 8 （35％） 16 （70％） 

環境物質科学専攻 5（46％） 7（64％） 12（109％） 14（127％） 3 （27％） 

計 34（54％） 33（52％） 48 （76％） 41 （65％） 36 （57％） 

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人（％）） 
専 攻 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

環境起学専攻 46（105％） 40（91％） 29（66％） 41（93％） 28（64％） 

地球圏科学専攻  26 （74％） 42（120％） 29（83％）  27（77％）  32（91％）  

生物圏科学専攻 43 （83％） 56（108％） 53（102％） 54（104％） 80（154％） 

環境物質科学専攻  31（111％） 30（107％） 31（111％） 35（125％） 29（104％） 

計 146 （92％）  168（106％）  142（89％） 157（99％）  169（106％） 

（注１）（ ）は，入学定員に対する充足率を示す。 

（注２）１０月入学者数を含む。 
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７−３ 在籍者数 
 
① 博士後期課程 

（単位：人） 
専 攻 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

環境起学専攻 42     46     45     44     39     
地球圏科学専攻 37     28     29     26     34     
生物圏科学専攻 62     55     59     53     50     
環境物質科学専攻 23     26     23     26     31     

計 164     155     156     149     154     

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 
専 攻 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 

環境起学専攻 84     96     84     78     68     
地球圏科学専攻 62     68     75     64     64     
生物圏科学専攻 114     102     107     114     147     
環境物質科学専攻 59     56     60     68     66     

計 319     322     326     324     345     
（注）各年度５月１日現在の数 
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８ 留学生数の推移と支援体制 
 
８－１ 留学生数（全体） 
 
① 博士後期課程 

（単位：人） 
専 攻 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 令和 2 年度 

環境起学専攻 21 26 25 30 22 
地球圏科学専攻 15 14 13 13 15 
生物圏科学専攻 10 12 12 12 7 
環境物質科学専攻 8 12 13 17 15 

計 54 64 63 72 59 

 
② 修士課程（博士前期課程） 

（単位：人） 
専 攻 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 令和 2 年度 

環境起学専攻 51     63     52     44     20     
地球圏科学専攻 7     6     7     7      5 
生物圏科学専攻 12     5     8     12       8 
環境物質科学専攻 5     5     14     20     19     

計 75     79     81     83     52     
（注）各年度５月１日現在の数 
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８−２ 留学生数（国別） 

（単位：人） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）令和２年５月１日現在の数 

 
  

地域 日本語による 
国名・地域名 

留学生数 
博士後期 修士 

アジア 

インド 6 0 
インドネシア 2 1 
ミャンマー 1 0 
韓国 1 3 
香港 1 1 
ベトナム 3 0 
台湾 1 0 
中国 24 43 
バングラデシュ 8 0 
フィリピン 2 0 

アフリカ 

タンザニア 1 0 
ナイジェリア 3 0 
マダガスカル 1 0 
モーリシャス 1 0 

北米 
アメリカ 0 2 
カナダ 1 0 

ヨーロッパ 
フランス 1 0 
ロシア 2 0 

大洋州 
パプアニューギニア 0 1 
フィジー 0 1 
計 59 52 
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８−３ 留学生の支援体制 

 
（１）英語プログラム（EPEES: English Program of Environmental Earth Science for a  

Sustainable Society）による留学生の受入 
 

現地面接等による渡日前入学制度を利用して１名（博士後期課程１名）が入学した。 
 
（２）SDGsグローバルリーダーコースの設定 
 

JICAが設定する審査様式や選考日程に沿って，留学生の募集・選考（大学情報の作成

や書類審査とテレビ会議による面接）を実施し，令和２年１０月に研究生２名が入学し

た。 
 
（３）北海道大学私費外国人留学生特待プログラムによる博士後期課程学生の支援 
 

北海道大学が入学金・学費相当額を支援，受入れ研究者が年間１００万円を超える研究

補助員経費を負担する制度により，７名（継続６名，新規１名）の私費留学生を受入れた。   
なお、地球環境科学研究院では，毎年２名相当分について教員共通経費を充てる制度を

設けている。 
また、例年年度末に研究発表会を行っているが、令和２年度は新型コロナウイルス感染

症拡大を防ぐため、留学生によるポスター及び報告書による研究成果の報告が行われた。   
 
（４）大学の世界展開力強化事業 RJE3 プログラムによる特別聴講学生の受入 

 

極東・北極圏の持続可能な環境・文化・開発を牽引する専門家集団を育成する取組みと

して，本学院では６名の留学生を受け入れた。 
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Ⅲ 教育活動 
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９ 専攻・コース編成 

 
環 境 起 学 専 攻（４コース） 

人間・生態システムコース 
環境適応科学コース 
実践環境科学コース 
国際環境保全コース 

 
地球圏科学専攻（３コース） 

生物地球化学コース 
大気海洋物理学・気候力学コース 
雪氷・寒冷圏科学コース 

 
生物圏科学専攻（９コース） 

多様性生物学コース 
生態遺伝学コース 
分子生物学コース 
植物生態学コース 
動物生態学コース 
海洋生物生産学コース 
水圏生物学コース 
森林圏フィールド科学コース 
耕地圏科学コース 

 
環境物質科学専攻（４コース） 

生体物質科学コース 
ナノ環境材料コース 
光電子科学コース 
環境触媒化学コース 
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１０ カリキュラム編成 

 
修了要件 
修士課程：必修科目１２単位を含み，合計３０単位以上修得することを修了の要件とする。 

ただし，環境物質科学専攻においては，必修科目１８単位，選択必修科目から８単

位以上を含み，合計３０単位以上を修得すること。なお，環境物質科学実習Ⅰ及び

環境物質科学実習Ⅱの単位は，修了に必要な単位数に算入することができない。 
博士後期課程：必修科目１２単位を修得すること。 
 
 
環境起学専攻 

修士課程 

（必修科目） 

・ 環境起学論文講読Ⅰ ４単位 

・ 環境起学特別研究Ⅰ ８単位 

（選択科目） ※基礎論・総論・特論・特別講義は２単位 

・ 環境科学基礎論 国際環境保全学総論 自然環境学総論 再生可能エネルギー総論 環境

適応学総論 実践環境科学総論Ⅰ 実践環境科学総論Ⅱ 環境汚染比較特論 地生態資源

学特論 気候変動影響特論 水循環学特論 環境情報地理学特論 水資源学特論 流域環

境学特論 環境保全学特論 寒冷陸圏環境学特論 応用生態学特論 環境適応学特論 環

境計量学特論 実践環境科学特論 国際科学コミュニケーション法特論 環境科学英語ラ

イティング特論 

・ 環境起学特別講義Ⅰ 環境起学特別講義Ⅱ 環境起学特別講義Ⅲ 

・ 環境解析法演習Ⅰ（２単位） 環境解析法演習Ⅱ（２単位） 山岳環境観測法実習（４単

位） 統合自然環境調査法実習（２単位） 統合環境地理調査法実習（４単位） 統合環

境分析法実習（４単位） 環境起学基礎演習（１単位） 実践環境科学演習Ⅰ（１単位） 

実践環境科学演習Ⅱ（１単位） 実践環境科学実習Ⅰ（１単位） 実践環境科学実習Ⅱ

（１単位） 実践環境科学インターンシップⅠ（２単位） 実践環境科学インターンシッ

プⅡ（２単位） 
 

博士後期課程 
（必修科目） 
・ 環境起学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 環境起学特別研究Ⅱ ８単位 
 
 
地球圏科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
・ 地球圏科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 地球圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※基礎論・総論・特論・特別講義は２単位 
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・ 古環境学基礎論 地球雪氷学基礎論 大気海洋物理学基礎論 大気海洋化学基礎論 生物

地球化学基礎論 北極域総論 
・ 古気候学特論 古気候変動学特論 大気圏化学特論 化学海洋学特論 海洋生物地球化学

特論 生態系環境科学特論 生態系物質循環学特論 氷河・氷床学特論 雪氷水文学特論 

寒冷圏気象・気候学特論 理論雪氷学特論 大気環境科学特論 極域海洋学特論 大気力

学特論 海洋力学特論 気候変動特論 気候動モデリング特論 地球流体力学特論 大気

海洋解析法特論 遠隔情報学特論 
・ 地球圏科学特別講義Ⅰ 地球圏科学特別講義Ⅱ 地球圏科学特別講義Ⅲ 地球圏科学特別

講義Ⅳ 
・ 地球圏科学演習Ⅰ（４単位） 地球圏科学演習Ⅱ（４単位） 地球圏科学実習Ⅰ（４単

位） 地球圏科学実習Ⅱ（４単位） 地球雪氷学実習Ⅰ（２単位） 地球雪氷学実習Ⅱ

（２単位） 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 地球圏科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 地球圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
 
 
生物圏科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
・ 生物圏科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 生物圏科学特別研究Ⅰ ８単位 
（選択科目） ※基礎論・特論・特別講義は２単位 
・ 多様性生物学基礎論 生態学基礎論 分子生物学基礎論 海洋生物環境学基礎論 フィー

ルド科学基礎論 北方生態系の生物多様性基礎論 生物生産学基礎論 
・ 多様性生物学特論Ⅰ 多様性生物学特論Ⅱ 生態遺伝学特論Ⅰ 生態遺伝学特論Ⅱ 環境

分子生物学特論Ⅰ 環境分子生物学特論Ⅱ 植物生態学特論Ⅰ 植物生態学特論Ⅱ 動物

生態学特論Ⅰ 動物生態学特論Ⅱ 海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 海洋生物圏環境科学特論

Ⅱ 水圏科学特論Ⅰ 水圏科学特論Ⅱ 森林圏科学特論Ⅰ 森林圏科学特論Ⅱ 森林圏科

学特論Ⅲ 森林圏科学特論Ⅳ 耕地圏科学特論Ⅰ 耕地圏科学特論Ⅱ 
・ 生物圏科学特別講義Ⅰ 生物圏科学特別講義Ⅱ 
・ 生物圏科学実習Ⅰ（４単位） 生物圏科学実習Ⅱ（４単位） フィールド科学特別実習Ⅰ

（１単位） フィールド科学特別実習Ⅱ（１単位） 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 生物圏科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 生物圏科学特別研究Ⅱ ８単位 
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環境物質科学専攻 

修士課程 
（必修科目） 
・ 環境物質科学論文講読Ⅰ ４単位 
・ 環境物質科学特別研究Ⅰ ８単位 
・ 環境物質科学基礎論Ⅰ 環境物質科学基礎論Ⅱ 環境物質科学基礎論Ⅲ 各２単位 
（選択必修科目）各２単位 
・ 分子環境学特論Ⅰ 生体物質化学特論Ⅰ 生体物質化学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅰ 

ナノ環境材料化学特論Ⅱ ナノ環境材料化学特論Ⅲ 光電子科学特論Ⅰ 光電子科学特論

Ⅱ 環境触媒化学特論Ⅰ 環境触媒化学特論Ⅱ 
（選択科目） ※実習は４単位，特論は２単位，特別講義は１単位 
・ 分子環境学特論Ⅱ 分子環境学特論Ⅲ 
・ 環境物質科学特別講義Ⅰ 環境物質科学特別講義Ⅱ 環境物質科学特別講義Ⅲ 環境物質

科学特別講義Ⅳ 
・ 環境物質科学実習Ⅰ 環境物質科学実習Ⅱ 
 
博士後期課程 
（必修科目） 
・ 環境物質科学論文講読Ⅱ ４単位 
・ 環境物質科学特別研究Ⅱ ８単位 
 

 

 
環境科学院共通科目 

修士課程 
（選択科目） 

・環境科学総論 （２単位） 環境科学研究基礎論（１単位） 

・国際環境科学実習Ⅰ（１単位） 国際環境科学実習Ⅱ（１単位） 国際環境科学研究Ⅰ（２

単位） 国際環境科学研究Ⅱ（２単位） 

 

博士後期課程 

（選択科目） 

・国際環境科学特別研究Ⅰ（２単位） 国際環境科学特別研究Ⅱ（２単位） 国際環境科学特

別研究Ⅲ（２単位） 
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１１ 本学大学院（環境科学院以外）での講義・演習 

 

環境起学専攻 

部局等名 授業科目名 
単

位

数 
責任教員 本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1
コマ＝1.5
時間） 

高等教育 理科系英語を学ぶー発展途上

国からの留学生と一緒に 2 豊田 和弘 豊田 和弘 15 

全学教育 気候変動を科学する 2 谷本 陽一 山中 康裕 1 

全学教育 グローバル環境科学入門 2 山中 康裕 山中 康裕 2 

高等教育 グローバル環境科学入門 2 山中 康裕 

山中、白岩、 
渡辺、藤井、 
沖野、蔵崎、 
野呂、佐藤、 
早川、根岸、 
露崎  

15 

保健科学院 衛生学実験 1 斎藤  健 蔵崎 正明 12 

国際連携本部 Introduction to Environmental 
Earth Science (HUSTEP) 2 露崎 史朗 蔵崎 正明 3 

 

 

 

地球圏科学専攻 

 なし 
 

 

生物圏科学専攻 

部局等名 授業科目名 
単

位

数 
責任教員 本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1
コマ＝1.5
時間） 

生命科学院 
生命科学特別講義Ⅱ（国際） 

（研究発表と論文執筆の技術） 
2 田中 亮一 三輪 京子 1 

理学院 多様性生物学研究法 2 増田 隆一 
鈴木  仁 １ 

四ツ倉典滋 1 

理学院 多様性生物学概論 2 堀口 健雄 

大原  雅 1 

野田 隆史 2 

久保 拓弥 2 

越川 滋行 1 

相場慎一郎 2 
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農学院 実践農学総論 1 小林 泰男 
星野洋一郎 2 

河合 正人 1 

獣医学院 
動物生殖医学特論（国際：

Advanced Lecture on  
Theriogenology） 

1 片桐 成二 早川 卓志 1 

 
 

環境物質科学専攻 

部局等名 授業科目名 

単

位

数 

責任教員 
本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1

コマ＝1.5

時間） 

全学教育 一般教養演習 2 鈴木 明大 高橋 仁徳 3 

全学教育 

全学教育科目 環境と人間 

「ナノテクノロジーが拓く光・

マテリアル革命」 

2 居城 邦治 中村 貴義 0.1 

 
大学院共通授業科目（教育プロ

グラム）：PARE   
1 根岸淳二郎 神谷 裕一 1 
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１２ 大学院共通授業科目での講義・演習 
 

環境起学専攻 

講義名 
単

位

数 
責任教員 

 
本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1
コマ＝1.5
時間） 

PARE 基礎論 I－人口・活動・資源・環境の連環 1 根岸淳二郎 

沖野 龍文 

根岸淳二郎 

神谷 裕一 

3 

PARE 基礎論 IV－人口・活動・資源・環境の連

環 
1 藤井 賢彦 藤井 賢彦 1 

PARE 実習 I－人口・活動・資源・環境の連環 1 根岸淳二郎 根岸淳二郎 7 

PARE 実習 II－人口・活動・資源・環境の連環 1 根岸淳二郎 根岸淳二郎 7 

PARE 演習 I－人口・活動・資源・環境の連環 1 根岸淳二郎 根岸淳二郎 7 

PARE 演習 II－人口・活動・資源・環境の連環 1 根岸淳二郎 根岸淳二郎 7 

環境汚染の調査と評価・修復の実践 1 石塚真由美 豊田 和弘 1.5 

再生可能エネルギー総論 2 藤井 賢彦 

藤井 賢彦 

ビジュ バスデバ

ン ピライ 

先崎 理之 

八木 一三 

大谷 文章 

森川 正章 

14 

環境科学総論 2 渡邉 悌二 

渡邉 悌二 

露崎 史朗 

佐藤 友徳 

藏﨑 正明 

10 

環境科学総論（日本語版） 2 山中 康裕 

山中 康裕 

柴田 英昭 

廣川  淳 

15 

実践環境科学チーム活動演習 1 山中 康裕 山中 康裕 15 

実践環境科学チーム活動実習 1 山中 康裕 山中 康裕 15 

南極学特別実習 I 2 杉山  慎 白岩 孝行 5 

南極学特別実習 III 2 杉山  慎 白岩 孝行 2 

南極学特別実習 IV 2 飯塚 芳徳 白岩 孝行 15 

野生動物管理実習 1 岸田  治 

揚妻 直樹 

斎藤  隆 

岸田  治 

内海 俊介 

先崎 理之 

15 
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Hokkaido Summer Institute 
Advancements in Disaster Risk Reduction 
 (DRR) 

1 Ram Avtar 
Ram AVTAR  
Jorge Garcia 

Molinos 
6 

Hokkaido Summer Institute 
Remote Sensing and Land Surveying with 
UAVs 

1 Ram Avtar 

Ram AVTAR 
Teiji 

WATANABE 
Yuichi 

HAYAKAWA  

6 

Hokkaido Summer Institute 
Climate Change: Impacts, Vulnerability and  
Adaptation 

1 Ram Avtar Ram AVTAR 
Tomonori Sato 4 

 

 

地球圏科学専攻 

講義名 

単

位

数 

責任教員 

 

本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1

コマ＝1.5

時間） 

南極学特別講義 I 2 青木  茂 

杉山  慎 

青木  茂 

山本 正伸 

7 

南極学特別実習 III（野外行動技術実習） 2 杉山  慎 
杉山  慎 

下山  宏 
10 

 

 

生物圏科学専攻 

講義名 

単

位

数 

責任教員 

 

本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1

コマ＝1.5

時間） 

あなたの研究を伝えよう～生物学研究の発表と

論文執筆の技術 
2 田中 亮一 三輪 京子 1 

北方生態系の生物多様性基礎論（英語） 2 工藤  岳 

工藤  岳 

小泉 逸郎 

中路 達郎 

先崎 理之 

笠原 康裕 

大舘 智志 

小林  真 

野田 隆史 

岸田  治 

星野洋一郎 

内海 俊介 

高木健太郎 

齊藤  隆 

柴田 英昭 

相場慎一郎 

15 
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環境物質科学専攻 

講義名 

単

位

数 

責任教員 

 

本学院における 

担当教員 

本学院教

員の担当

コマ数（1

コマ＝1.5

時間） 

ナノテクノロジ－・サイエンス概論Ⅱ 2 平井 健二 高橋 仁徳 1 

STSI Fundamentals course 2 藤田  修 
Biju Vasudevan 

Pillai 1 

再生可能エネルギー総論 2 藤井 賢彦 
Biju Vasudevan 

Pillai 2 
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１３ 公開コースの開催 

１３－１ 令和２年度 PAREプログラム（人口・活動・資源・環境の負の連環 

を転換させるフロンティア人材育成プログラム） 

  

本プログラムは、文部科学省が行う「大学の世界展開力強化事業」の一つとして平成24年度

から実施された。文部科学省事業としては平成28年度に終了したが、平成29年度以降も北海道

大学の農学院、環境科学院、工学院、水産科学院、情報科学院との共同で、タイの4大学とイ

ンドネシアの3大学と大学院教育コンソーシアムを形成し実施している。令和２年度において

は、本学院で、基礎科目であるPARE基礎論Iの大半の授業を担当し、PARE基礎論Ⅳの責任教員

を藤井准教授が務めた。環境科学院からは4科目で3名受講し、全体では22名の受講であった。

また、サマースクールは「PAREの連環：土地、水、食料、エネルギーの持続的利用と管理」を

テーマに北海道大学を拠点に実施される予定であったがコロナ禍の影響で中止となった。スプ

リングスクールは「石狩川流域におけるPAREの連環（土地、水、食料、エネルギーの持続的

利用と管理）について学ぶ」のテーマで，例年タイあるいはインドネシアで実施するのとは異

なり北海道大学を拠点に、オンラインと対面のハイブリッド形式で根岸准教授を責任教員とし

て実施した。環境科学院からは1名参加し、全体ではスプリングスクールの参加者は19名であ

った。 

 

１３－２ 南極学カリキュラム 
南極学カリキュラムでは，極域・寒冷圏における環境とその変化、地球環境への影響等につ

いて総合的に学ぶ教育プログラムを提供している。令和2年度はプログラムの基幹をなす，南

極学特別講義2科目と南極学特別実習2科目を開講し，規定単位を修得したカリキュラム修了者

6名に修了証書（Diploma of Antarctic Science）を授与した。各プログラムは、大学院共通科

目の他、本学が推進するサマーインスティチュート科目として開講しており、環境科学院を中

心に，学内他分野の大学院生が各プログラムを受講し，学生間交流や幅広い知識獲得の機会と

なっている。 
本カリキュラムは，極域科学教育に関する国際的な枠組みである国際南極大学

(International Antarctic Institute)の一翼を成すものであり，国立極地研究所，神戸大学，

ETH，ブレーメン大学，タスマニア大学など国内外の研究機関と連携して，国際的な環境教

育・研究を推進するものである。 
 

過去5年間の各講義履修者数，および南極学修了証書の取得者数 
南極学特別科目 H28 H29 H30 R1 R2 

特別講義I 33 49 46 48 39 
特別講義II 12 18 12 8 15 

特別実習I（スイス氷河実習） 12 11 11 7 実施せず 
特別実習II（サロマ湖海氷実習） 実施せず 7 実施せず 実施せず 実施せず 
特別実習III（野外行動技術実習） 37 57 32 43 31 
特別実習IV（母子里雪氷実習） 15 19 16 12 7 

南極学修了証書 7 2 10 5 6 
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１３－３ 令和 2 年度 大学の世界展開力強化事業 RJE3 プログラム 
 

RJE3 プログラムは文部科学省が行う大学の世界展開力強化事業の一つであり，環境科学院，

工学院，文学院，農学院，理学院が中心となって申請し，平成 26 年 10 月より開始した事業で

ある。 
ロシアの基幹 5 大学（ウラジオストクの極東連邦大学，ヤクーツクの北東連邦大学，ユジノサ

ハリンスクのサハリン国立大学，ハバロフスクの太平洋国立大学，イルクーツクのイルクーツク

国立大学）と北海道大学の複数大学院，北海道や極東ロシアの自治体，産業界の代表などで構成

されるコンソーシアム（East Russia-Japan Expert Education Consortium，以下 RJE3 コンソ

ーシアム）を構築し，極東・北極圏の持続可能な環境・文化・開発を牽引する人材を育成するこ

とを目的としている。 
  
令和2年度は，実習と集中講義を大学院共通講義としてオンラインで実施した。 

（１）RJE3 ヤクーツク野外実習：永久凍土生態系実習（令和 3 年 2 月 8 日〜3 月 5 日）：RJE3
基礎科目の実習は，今年度は演習としてオンラインで実施した。北海道大学からは 6 名

が参加し（北東連邦大学から環境科学院への短期留学生 4 名，環境科学院 1 名，理学研

究院 1 名），他にロシア北東連邦大学から 2 名の学生，若手研究者や一般からも 4 名が参

加した。また，講師陣として，北海道大学から 4 名（うち環境科学院 3 名），海洋開発研

究機構から１名，森林総合研究所から 1 名が参加し，ロシア北東連邦大学から 2 名，ロ

シア科学アカデミー・ヤクート科学センターの研究所から 3 名が講師として参加した。

講義では，永久凍土やその生態系に関する講義の他，ロシアサハ共和国の歴史や文化，北

方民族の生活などについての，内容も含まれている。参加者は 4 つのグループに分かれ，

それぞれのグループがテーマを設定し，日露の研究者らと面談し，最終日に成果発表会を

実施した。 
（２）RJE3 基礎科目（令和 2 年 12 月 7 日〜12 月 18 日）：RJE3 共通科目は，毎年 8 月末に日

露の学生が北海道大学に集まって実施する講義であるが，今年度はオンラインの講義と

して実施した。参加者は，北海道大学の学生 8 名，ロシア 5 大学からの学生 18 名）が参

加した。参加学生は，北海道・極東・北極圏の歴史と文化，自然環境，生活環境と地域開

発，経済・国際関係についての講義を受講し，5 つのグループに分かれてそれぞれのトピ

ックスを選択し，グループ討論を行い，約 5 分間のビデオプレゼンテーションとしてま

とめた。環境科学院からは 1 名の教員が講義を担当した。 
（３）RJE3 専門科目：基礎科目に参加したロシアからの学生のうち 4 名が北海道大学に半年

間，特別聴講学生としてオンラインで講義やセミナーなど，専門科目の講義を履修した。

4 名の学生は，環境科学院とロシア北東連邦大学間の共同修士プログラム Sustainable 
Development of the Arctic を専攻する学生で，北極域における開発および環境変動に関

する修士論文を作成する予定である。 
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１４ ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）研修 
 
 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から令和２年度は実施を見送った。 
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１５ 学位取得状況 

１５−１ 博士論文題目一覧 

 

環境起学専攻 

Role of treated wastewater in mitigating urbanization impacts and maintaining regulatory ecosystem 
services（都市化の影響を緩和し調整生態系サービスを維持する上での処理水の役割）Manish 
Ramaiah（国際環境保全） 

Studies on new secondary metabolites from the marine cyanobacterium Moorea bouillonii collected in 
Sabah, Malaysia（マレーシアサバ州で採集された海洋藍藻Moorea bouilloniiから得られた新規

二次代謝産物に関する研究）Jakia Jerin Mehjabin（環境適応科学） 

Roles of mangrove ecosystem in the sustainability of communities in the Vietnamese Mekong Delta: a 
case study in Soc Trang and Bac Lieu provinces（マングローブ生態系がベトナム・メコンデルタ

の地域社会の持続可能性に果たす役割：ソクチャン省とバクリュウ省における事例研究） 
Huynh Thi Cam Hong（国際環境保全） 

Inhibitory effect of grape skin extracts on DNA damage caused by UV irradiation and development of 
cosmetics using the waste skin（紫外線照射によるDNA損傷に対するブドウの皮の抽出物の抑制

効果および廃棄果皮を用いた化粧品の開発）宋 雨桐（環境適応科学） 

Alleviation of arsenic-induced toxicity by curcumin and D-pinitol, the main components of the herbs 
commonly used in Bangladesh, and their mechanism（バングラデシュで日常的に用いられている

ハーブの主成分であるクルクミンとD-ピニトールによるヒ素誘発毒性の緩和とそのメカニズ

ム）Md. Shiblur Rahaman（環境適応科学） 

Ameliorative mechanism of dietary components on cadmium or mercury-induced toxicities in PC12 
cells（PC12細胞におけるカドミウムまたは水銀によって引き起こされる毒性に対する食物成

分の改善メカニズム）Mst. Kaniz Fatima Binte Hossain（国際環境保全） 

Revisiting the relationship between resort companies and local communities focusing on personal 
communications: two case studies of Shimukappu Village in Hokkaido, Japan（個人的コミュニケー

ションに注目したリゾート企業と地域の関係の再考：北海道占冠村での２つの事例研究）神   

志穂（実践環境科学）    

汚染地下水浄化を目指した担持ニッケル触媒による水中硝酸イオン還元反応（Reduction of 
nitrate in water over supported nickel catalysts toward purification of polluted groundwater）小船 茉
理奈（論文博士） 

ローカルコモンズに着目した自然資源管理に関する研究 −モンゴル牧畜社会を事例として−
（A study on natural resource management focused on local commons - A case study of Mongolian 
pastoral societies -） 小野 智郁（論文博士） 

Comprehensive visualization of welfare services for the elderly in a small-sized municipality: a case 
study of information compiled by the manager of the health and welfare division, Tsurui Village, 
Hokkaido（小規模自治体における高齢者福祉事業の俯瞰的可視化: 北海道鶴居村保健福祉責任

者が集約した情報に関する事例研究）高松 一哉（論文博士） 

Assessment of the potential to adopt biogas plants in Hokkaido and the environmental and economic 
benefits based on dairy farmers willingness（酪農家の意思を踏まえた北海道におけるバイオガス
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プラントの導入可能性及び環境的・経済的便益の評価）島畑 淳史（論文博士） 

A study of the researchers expertise in environmental education for elementary school students（小学

生に対する環境教育に見られた研究者の専門性に関する研究）岩井 尚人（論文博士） 

 

地球圏科学専攻 

Effect of sea ice melt on growth and photophysiological performances of sea ice diatoms in the Sea of 
Okhotsk（オホーツク海における海氷融解が海氷珪藻類の増殖と光合成生理能力に及ぼす影響）

閻 冬（大気海洋化学・環境変遷学） 

 

生物圏科学専攻 

Maintenance mechanism of gynodioecy in a summer-deciduous shrub, Daphne jezoensis（夏期落葉性

低木ナニワズにおける雌性両全性異株の維持機構）柴田 あかり（植物生態学） 

Studies on the onion cropping type for realizing the early shipment in northeastern Hokkaido （北海道

北東部におけるタマネギの早期出荷作型の確立に関する研究）田中 静幸（耕地圏科学） 

Morphological dynamics and behavior of mitochondria through the life cycle of the brown alga, Mutimo 
cylindricus（褐藻ムチモにおける生活環を通したミトコンドリアの形態と挙動に関する研究）

申 元（水圏生物学） 

Studies on properties of microorganisms in bulk and rhizosphere soils following the application of cover 
crops（緑肥施用土壌の根域および根圏における微生物特性に関する研究）Yufita Dwi Chinta（耕地

圏科学） 

Effects of dietary shift and altered helminth infection on the gut microbiota of two sympatric rodents in 
urban environments（都市化にともなう食性と寄生虫相の改変が同所的に生息する齧歯類の腸内細

菌叢に及ぼす影響）Jason Lee Anders（動物生態学） 

The effect of salinity gradient on ecosystem functions and biodiversity of eelgrass bed communities（塩
分勾配がアマモ場群集の機能と多様性に与える影響） 難波 瑞穂（水圏生物学） 

Studies on reproductive compensations of host plant against floral herbivore -Interspecific relationship 
between Phengaris teleius and Sanguisorba tennuifolia var. alba-（花食者に対する宿主植物の繁殖補

償に関する研究 －ゴマシジミとナガボノシロワレモコウの種間関係－） 内田 葉子（生態遺伝学） 

Analysis of gene network for color pattern formation and the mechanism of the prepattern determination 
in Drosophila guttifera（ミズタマショウジョウバエを用いた模様形成遺伝子ネットワークとプ

レパターン決定機構の解析）福冨 雄一（生態遺伝学） 

A trial to enhance the production yield of a duckweed, Lemna gibba, in food factory wastewater utilizing 
indigenous bacteria（食品工場排水における土着細菌を活用したウキクサ植物 Lemna gibba の生産

収率向上の試み）Khairina, Yeni（分子生物学） 

Ecotypic differentiation of northern plant species in mid-latitudes: the mechanisms of population 
maintenance in two ericaceous alpine species in northern Japan（中緯度地域における北方植物の生態

型変異：ツツジ科高山植物2種の北日本における個体群維持機構） 和久井 彬実（多様性生物学） 

汚染地下水浄化を目指した担持ニッケル触媒による水中硝酸イオン還元反応（Reduction of 
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nitrate in water over supported nickel catalysts toward purification of polluted groundwater）小船 茉

理奈（論文博士） 

Microbial ecology of human gut bifidobacteria and lactobacilli: their taxonomy and behavior（ヒト腸

内Bifidobacterium属およびLactobacillus属細菌の微生物生態学：その分類と挙動）大木 海平

（論文博士） 

 

環境物質科学専攻 

 Studies on phase/structure transformable copper coordination polymers using bis
（trifluoromethanesulfonyl）imide anion（ビス（トリフルオロメタンスルホニル）イミドアニオンを用いた相

転移あるいは構造変化できる銅配位高分子に関する研究） Zheng Xin （ナノ環境材料） 

表面での鈴木-宮浦クロスカップリングを用いた蛍光ソルバトクロミックビーズの合成及び光導波路分

光装置によるバイオアフィニティーセンシングデバイスの構築（ Synthesis of fluorescent 
solvatochromic beads via Suzuki-Miyaura cross-coupling on the surface and its optical waveguide 
spectra to fabrication of bio-affinity sensing device） 大塚 侑（生体物質科学） 

TiH2を還元剤に用いたMagneli相チタン酸化物の合成とその触媒機能開拓（Synthesis of 
Magneli-phase titanium suboxides using TiH2 and development of their functions as a solid catalyst）
長尾 昌紀（ナノ環境材料） 

構造制御に基づいた高活性かつ高耐久性鉄系ペロブスカイト型酸化物触媒の開発 
(Development of highly active and stable perovskite-type iron oxide catalysts by precisely controlling 
crystalline structure) 橋本 和孝（ナノ環境材料） 

 Multifunctional systems based on supramolecular motions in [Ni(dmit)2]- magnetic crystals 
（[Ni(dmit)2]-磁性結晶における超分子運動に基づく複合機能系）李 思敏（光電子科学） 

 Studies on interparticle charge-transfer excitation: Novel band-structure analysis of semiconducting 
metal-oxide photocatalysts based on energy-resolved distribution of electron traps（粒子間電荷移動

励起に関する研究－電子トラップ密度のエネルギー分布にもとづく半導体金属酸化物光触媒の新

規バンド構造解析） 沈 陽（環境触媒化学） 

Studies on inverse opal-structured titania with gold nanoparticles as novel design for photoabsorption-
efficiency enhancement in photocatalysis（光吸収効率増大のための新規デザインとしての金ナノ粒子

含有逆オパール構造酸化チタン光触媒に関する研究）Tharishinny Raja Mogan（環境触媒化学） 

 

 

 

１５－２ 修士論文題目一覧 
環境起学専攻 

アミノピリミジン架橋 一次元金属錯体の合成及び二酸化炭素吸着特性評価 孟 宇（環境適

応科学） 

Synthesis and CO2 adsorption properties of metal complexes with piperazine（ピペラジンを含む金

属錯体の合成と二酸化炭素吸着特性）Zhang Si（環境適応科学） 
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Spatio-temporal changes of land use land cover of three nature reserves in the Dongting Lake area, China 
（中国，洞庭湖地域における３つの自然保護区の土地利用土地被覆の時空間変化）XIAO Juan 
（国際環境保全） 

ブトキシ基を有する多孔性Zr錯体の合成と炭化水素吸着特性 原田 健杜（環境適応科学） 

OH- or F-Functionalized Cu complexes for selective guest adsorption（選択的ゲスト吸着を目指し

たOHあるいはF基を有する銅錯体）王 安琪（環境適応科学） 

北海道に分布する針葉樹種の異なる気候環境に対する応答について 越智 和子（人間・生態

システム） 

Functional characterization of vanadium-dependent bromoperoxidase from the red alga Laurencia saitoi
（紅藻マギレソゾLaurencia saitoi由来バナジウム依存型ブロモペルオキシダーゼの特性解析）  

胡 健力（環境適応科学） 

知床世界自然遺産地域における海岸漂着物の体積推定と回収に向けた提言 木下 拓（人間・

生態システム） 

銃猟者が捕獲対象とする動物種および捕獲方法の現況と継続性：大分県竹田市の事例 古賀 

裕基（人間・生態システム） 

An analysis of characteristics of hiking trails in the Cuihuashan National Geopark, China（中国，翠華

山国立ジオパークにおける登山道の特徴の分析）KE Jian（国際環境保全） 

Land use land cover dynamics resulting from mining activities in Kitwe District of Copperbelt Province, 
Zambia（ザンビア，カッパーベルト州，キトゥエ地区における採掘活動による土地利用土地

被覆のダイナミクス）MUTIMBA Kawisha（国際環境保全） 

Factors influencing land use land cover changes in Gouraya National Park, Algeria（アルジェリアの

グラヤ国立公園における土地利用土地被覆の変化に影響を与える要因 SELATNI Khadidja（国

際環境保全） 

Spatial distribution and microhabitat utilization of adult aquatic insects within the riparian zone of a 
gravel-bed river（扇状地河川河畔域における水生昆虫成虫の空間分布と微生息場利用）中川 智

裕（人間・生態システム） 

Negative effects of spring water on chum salmon (Oncorhynchus keta) from eyed egg to emergence（河

川湧水が卵・仔魚期サケ (Oncorhynchus keta) に及ぼす負の影響） 山下 祥平（人間・生態シ

ステム） 

Assessment of mangrove regeneration in abandoned aquaculture ponds using multi-temporal satellite 
imagery （多時点衛星画像を用いた放棄養殖池のマングローブ再生評価）Delos Santos Kriselda 
Anna（国際環境保全） 

北海道後志総合振興局における小水力発電賦存量の評価 加藤 幹也（人間・生態システム） 

海洋酸性化がキタムラサキウニに及ぼす影響の評価と将来予測 藤田 大和（人間・生態シス

テム） 

The effects of zinc on arsenic-induced toxicity in PC12 cells（PC12細胞におけるヒ素の毒性に対す

る亜鉛の影響）齋藤 健太郎（環境適応科学） 
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Effects of isoflavone on viability and proliferation of cells exposed to nonylphenol（ノニルフェノー

ルに曝露された細胞の生残率と増殖に対するイソフラボンの影響）江良 宙夢（環境適応科学） 

Study on an assessment of water quality of the urban rivers in the case of Suzhou, China and Sapporo, 
Japan（蘇州（中国）と札幌（日本）を例にした都市河川の水質の評価に関する研究）汪 子珩

（国際環境保全） 

Effects of Cd-contaminated soil on growth of radish（二十日大根の成長に及ぼすカドミウム汚染

土壌の影響）劉 文波（国際環境保全） 

Endocrine disrupting compounds in water and soil of Olifants River in South Africa, and their effect on 
cell viability（南アフリカのオリファンツ川の水と土壌中の内分泌かく乱物質、およびそれらが

細胞生残率に及ぼす影響）Dikae Elizabeth Manchidi （国際環境保全） 

科学の祭典で子どもたちに科学を伝えている人々の動機の把握と伝えたものの評価 宇都 

幸那 （実践環境科学） 

世界自然遺産白神山地に対するイメージ: 聞き取りから明らかにした各関係者の認識 三部 

真優 （実践環境科学） 

ソフトパワーから見た日本のアニメ・マンガの影響 -世界の人々に対するアンケートの結果

と分析- 游 宇龍（実践環境科学） 

洞爺湖有珠山ジオパークを活用した野外学習～北海道伊達緑丘高校による生物基礎科目の植

生遷移の巡検～ 黒田 聖乃（実践環境科学） 

若者の生活の質を調査するRPGツールの開発 張 璐（実践環境科学） 

Historical change of winter Tibetan Plateau snow cover and its controlling factors（チベット高原にお

ける冬季積雪被覆の歴史的変化とその決定要因 栗 世学（人間・生態システム） 

Interannual variation of annual maximum snow depth in Hokkaido and its relation to 
large-scale atmospheric circulation（北海道における年最大積雪深の年々変動と大規模な大

気循環場の関係）高 宇（人間・生態システム） 

ENSOの季節的な遷移が日本の夏の天候に与える影響 佐藤 優妃（人間・生態システム） 

Tropical forest plantations canopy height modelling using multi-sensor remote sensing 
technique（マルチセンサーリモートセンシングによる熱帯林プランテーションの林冠高モデ

リング）Stanley Anak Suab（国際環境保全） 

Detection of soiling on photovoltaic solar farms using multi-spectral remote sensing in arid 
regions（乾燥地域におけるマルチスペクトルリモートセンシングを用いた太陽光発電ソーラ

ーファームの汚れの検出）Supe Hitesh Ghanashyam（国際環境保全） 

Spatio-temporal monitoring of aquaculture area using Sentinel-1 and Sentinel-2 data in 
Satkhira, Bangladesh（バングラデシュのサトキラにおけるSentinel-1およびSentinel-2デー

タを用いた養殖漁場の時空間モニタリング）Nujaira Hafeza（国際環境保全） 

Assessment of spatio-temporal variations in Doorndraai dam water quality for sustainable 
water resource management （持続可能な水資源管理のための ドールンドラーイ・ ダムの

水質の時空間変動の評価）Molekoa Mmasabata Dolly（国際環境保全） 
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Assessment of spatial development and its impact on urban micro-climate: a case study on 
Dhaka Metropolitan Area (DMA), Bangladesh （空間開発と都市の微気候へのその影響の評

価：バングラデシュのダッカ都市圏（DMA）に関する事例研究）Rahman Md.Mustafizur（国

際環境保全） 

Heavy metal distribution in particle-size fractions of soils around the abandoned Kabwe 
mine, Zambia（ザンビア国カブウェ廃鉱山周辺の土壌の粒度分画試料内における重金属の分

布）朱 登 輝（国際環境保全） 

Adsorption removal of thallium (I) from aqueous solutions using a commercial manganese 
oxide（酸化マンガン試薬による水溶液中のタリウム(I)の吸着除去）李 張曄 （国際環境保全） 

Development of near infrared fluorescent dyes based on BODIPY with a pyridyl group（ピ

リジル基を有するBODIPYを用いた近赤外蛍光色素の開発）張 帥（環境適応科学） 

 

地球圏科学専攻 

 亜寒帯循環に海底地形が与える影響に関する研究 芦田 隼人（大気海洋物理学・気候力学） 

水月湖堆積物コアの脂肪酸炭素・水素安定同位体比、多環芳香族炭化水素、五環性トリテルペ

ノイドメチルエーテルを用いた過去2300年間の古気候変動・古環境変動の復元 稲垣 征哉 
（生物地球化学） 

根室海峡内の海水循環とその変動 井上 奨吾（大気海洋物理学・気候力学） 

Formulation of disequilibrium for estimating the oceanic anthropogenic CO2 over the Southern Ocean
（南大洋における人為起源CO2を見積るための非平衡量の定式化）王 晨燁（生物地球化学） 

台風内の対流に伴う上層雲の機械学習による検出と対流バーストの解析 太田 聡（大気海洋

物理学・気候力学） 

西岸境界流続流ジェットの渦位強制モデルの提案と背景流の効果について 大西 晴夏（大気

海洋物理学・気候力学） 

雲の多層構造を考慮した雲放射効果の緯度分布に関する研究 葛西 健太（大気海洋物理学・

気候力学） 

UAVを用いた大雪山の風衝地における構造土の分布と形態の解析 神谷 宙（雪氷・寒冷圏科

学） 

領域大気モデルを用いた2018年台風24号(Trami)に伴う強風の研究 川合 功真（大気海洋物理

学・気候力学） 

ロシア沿海州の山脈が冬季日本海上の気団変質と降雪雲に及ぼす影響 河本 光司（大気海洋

物理学・気候力学） 

酸素センサー付フロートからわかるオホーツク海の生物生産と海氷・表層水塊の関係 岸 紗
智子（大気海洋物理学・気候力学） 

水圏における腐植物質と鉄の相互作用に関する研究 関 杏璃子（生物地球化学） 

オホーツク海沿岸の過去2000年間の気候変動とオホーツク文化の関係 瀬戸 龍一（生物地球

化学） 
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東南極アメリー棚氷の顕著な融解がもたらすケープダンレーポリニヤへの影響 髙橋 智樹 
（大気海洋物理学・気候力学） 

北東シベリアインディギルカ河川低地におけるヤナギ生産量と河川水位 種倉 渓（生物地球

化学） 

大気-海洋境界層における雷を模擬したプラズマ放電に基づく窒素化合物の動態の考察 橋本 

燎（生物地球化学） 

河川により輸送される溶存黒色炭素の動態に関する研究 服部 圭佑（生物地球化学） 

べリングスハウゼン海における周極深層水の流入及び氷河融解水の流出に関するモデル研究

瓢子 俊太郎（大気海洋物理学・気候力学） 

後期更新世の氷期ー間氷期サイクルに対する北太平洋の海洋循環の応答 古川 圭介（生物地

球化学） 

総観場に着目した北海道における強い降雪の気候変化に関する研究 松寺  望（大気海洋物理

学・気候力学） 

東部南太平洋および南大洋における生物生産を支える鉄供給過程の解明 三浦 大輝 （大気

海洋化学・環境変遷学） 

南極ダルトンポリニヤにおける海氷生産量の経年変動とその冬季混合層への影響 峯 康太

（大気海洋物理学・気候力学） 

Isoguchi Jetの季節変動 三宅 誠音（大気海洋物理学・気候力学） 

沿岸親潮水の化学的特性を形成する南部オホーツク海の役割に関する研究 渡邊 裕（生物地

球化学） 

A biomarker study of paleoclimate in Rebun Island over the past 17,000 years（過去17000年間の礼文

島古気候に関するバイオマーカー研究）王 方憲（大気海洋化学・環境変遷学） 

 

生物圏科学専攻 

ユーグレナの効率的生産に向けた微細藻類成長促進細菌の探索 濱下 正邦（分子生物学） 

Alkane degradation by Geobacillus kaustophilus HTA426 isolated from the Mariana Trench（マリア

ナ 海 溝 か ら 単 離 さ れ た Geobacillus kaustophilus HTA426 に よ る ア ル カ ン 分 解 ）

NITHIMETHACHOKE TANASAP（分子生物学） 

The influence of the 2011 Tohoku Earthquake on species diversity of rocky intertidal sessile 
assemblages（岩礁潮間帯固着生物群集の種多様性に対する2011年東北地方太平洋沖地震の影

響）游  静如（動物生態学） 

シラス漁における漁業情報を用いた漁獲予測とそれに基づく操業計画の検討 押山 大智

（水圏生物学） 

Studies on low-boron tolerance by reduced function of AVP2;1, a proton-pyrophosphatase, in 
Arabidopsis thaliana（シロイヌナズナにおけるプロトンピロホスファターゼ機能低下によるホ

ウ素欠乏耐性に関する研究）ONUH AMARACHUKWU FAITH（分子生物学） 
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Exaggerated male genitalia in the long clawed shrew (Sorex unguiculatus):  inter- and intra-specific 
comparison of sexual and non-sexual traits（オオアシトガリネズミの長大なオス生殖器：性的・

非性的形質の種間および種内比較）李 瀟園（動物生態学） 

The determinant factors and ecological significance of mast flowering in Veratrum album populations 
growing at different elevations（標高の異なるバイケイソウ集団における一斉開花パターンの決

定要因とその生態学的意義）伊藤  陽平（多様性生物学） 

Growth responses of four alpine herbaceous species to the variation in snowmelt time 

（雪解け時期に対する高山性草本植物4種の成長応答）重枝  絢 （多様性生物学） 

Establishment patterns of Eriophorum vaginatum L. tussocks in a post-mined peatland 

（泥炭採掘跡地におけるワタスゲ谷地坊主の定着様式）梅村 昌宏（多様性生物学） 

Reproductive ecology of a sex-changing dioecious herb, Arisaema peninsulae 

（性転換する雌雄異株植物コウライテンナンショウの繁殖生態）高橋 空（生態遺伝学） 

Ecological studies of invasion and establishment of an exotic plant Polygonum aviculare subsp. 
depressum（外来植物ハイミチヤナギの侵入と定着に関わる生態学的研究） 宮本 実穂 （生

態遺伝学） 

ミズタマショウジョウバエの遺伝子変異系統を用いた模様の機能に関する研究 丹伊田 拓

磨（生態遺伝学） 

ミズタマショウジョウバエ胸部における模様形成メカニズムの探索 矢野根 智広 （生態遺

伝学） 

ゲノム編集を用いたミズタマショウジョウバエのメラニン合成経路遺伝子の機能解析 山本 

渉（生態遺伝学） 

Influence of the Quaternary environmental changes on spatial and population genetic structure of rodents 
occurring in the Japanese Archipelago （第四紀環境変動と日本産ネズミ類の遺伝的多様性の形

成）柳瀬 拓郎（生態遺伝学） 

Genetic diversity of Ligidium isopods in Japan revealed by mitochondrial and genomic DNA analyses
（ミトコンドリア及びゲノムDNA解析に基づく日本産ヒメフナムシ類の遺伝的多様性）張替    
若菜（生態遺伝学） 

Genetic structure and historical demography of the native terrestrial isopod genus Spherillo from the 
Japanese Archipelago（日本在来コシビロダンゴムシ類の遺伝的集団構造と集団形成史の解明）

吉川 愛莉（生態遺伝学） 

シロイヌナズナRAPTOR1B遺伝子の変異によるホウ酸欠乏低感受性の機構に関する研究 岩
佐  尚樹（分子生物学） 

シロイヌナズナにおけるeIF5A活性化酵素遺伝子DOHHの変異によるホウ素要求量減少機構

の研究 吉田 優佑（分子生物学） 

食品工場における低炭素型ウキクサ生産システムの構築 大貫 瞳（分子生物学） 

石油精製工場試料からの界面活性剤産生細菌の探索 森田 大介（分子生物学） 

尾瀬ヶ原湿原のメチロトロフに関する培養依存及び培養非依存手法による研究 宮寺 毅 
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（分子生物学） 

水圏環境から分離した新規硫酸還元細菌の特徴付け 髙橋 彩加（分子生物学） 

湖沼に生息する新規硫黄酸化細菌の探索および特徴づけ 神田 衛（分子生物学） 

ニホンザリガニの体表に生息するヒルミミズ類の分子系統解析 木村 哲平（動物生態学） 

湧水および非湧水河川における寄生虫群集組成：宿主魚類およびベントス群集との比較 中 

正大（動物生態学） 

Factors affecting the distribution of parasitic copepods, Salmincola spp. and their impacts on host 
salmonids（寄生性カイアシ類Salmincola属の分布規定要因と宿主への影響評価）長谷川 稜太

（動物生態学） 

潮間帯固着生物群集における群集レジリエンスへの種の貢献度：岩礁高度、抵抗力、回復時間

との関連性 小松 江梨子（動物生態学） 

A new framework to understand context dependence of two species population dynamics: a case study 
of rocky intertidal sessile assembly（2種系における個体群動態の環境依存性を理解する新しい枠

組み：岩礁潮間帯固着生物群集についての事例研究）姚  遠（動物生態学） 

養殖ホタテガイの栄養塩排出が沿岸域の窒素循環に及ぼす影響 伊藤 暉（海洋生物生産学） 

オホーツク海北海道沿岸域における沈降粒子フラックスと地まきホタテガイの成長の関係 

児玉 隆哉（海洋生物生産学） 

北日本におけるホタテガイ養殖施設近傍のpH低下の現状把握 森 亜弓美（海洋生物生産学） 

湿原起源の鉄の海洋への輸送プロセスの解明 加藤 寛己 （海洋生物生産学） 

シロザケ稚魚の成長に及ぼす降海前後の摂餌状態と低水温の影響 及川 仁（海洋生物生産

学） 

サクラマスの組換えインスリン様成長因子結合蛋白-2bの作製と機能解析 三浦 拓人（海洋

生物生産学） 

褐藻に特異的な分裂装置アクチンプレートの形成と機能に関する研究 青木 日向子（水圏

生物学） 

ニジカジカの遺伝学的集団構造 中村 陽一 （水圏生物学） 

臼尻沿岸域に出現する仔稚魚類に関する分類学的研究 東 大聖 （水圏生物学） 

Trophic transfer of microplastics and associated chemical additives from crustacean prey to fish（捕食

被食関係を通じたマイクロプラスチックと添加剤の餌生物から魚類への移行）長谷川 貴章 

（水圏生物学） 

Investigating Harbor seal's（Phoca vitulina) visual cognition : How they use brightness and shape to 
discriminate in 3D objects? （ゼニガタアザラシ （Phoca vitulina) の視覚的物体認知：形状

と明度を使ってどのように物体弁別しているのか？）小川 萌日香 （水圏生物学） 

ハビタットモデルを用いた北海道周辺海域におけるハクジラ類の生息域推定 重松 早紀（水

圏生物学） 

Fall distribution of baleen whales in coastal Hokkaido, Japan, in relation to environmental variables 
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(秋期北海道沿岸海域におけるヒゲクジラ類の分布と海洋環境に関する研究) 古巻 史穂（水

圏生物学） 

オホーツク海における母川回帰中のサケ（Oncorhynchus keta）の遊泳行動に関する研究 立岡 

樹 （水圏生物学） 

福島県三春ダムにおける夏期の魚類分布と湖内環境の関係 上田 健太 （水圏生物学） 

北海道南部海域における定置網内のブリ（Seriola quinqueradiata） の遊泳行動に関する研究 

相馬 蓮 （水圏生物学） 

仙台湾におけるイカナゴ(Ammodytes属)仔魚の分布特性の経年解析 笛木 享（水圏生物学） 

An assessment of potential tree mortality in surface fire, approached from both of bark and leaf litter 
traits(樹皮と葉リターの形質に着目した樹木の地表火に対する枯死リスク評価) 大塚 美咲

（森林圏フィールド科学） 

落葉広葉樹と常緑広葉樹の食害度の緯度勾配とメカニズムの解明 坂井 真唯 （森林圏フィ

ールド科学） 

高分解能画像を用いた落葉広葉樹林の林冠における気象害の検出 津田 將寿 （森林圏フィ

ールド科学） 

エゾアカガエルの初期生活史における色彩変異 辻野 夢久 （森林圏フィールド科学） 

マイクロサテライトDNAマーカーを利用したタヌキの性偏向分散の検討 関下 あずさ（森林

圏フィールド科学） 

エゾシカの不在は樹木の生産性と多様性を低下させるか？：冷温帯落葉広葉樹二次林におけ

る長期実験による検証 林 和花奈 （森林圏フィールド科学） 

外来植物の近隣個体認識：無性繁殖における種内相互作用 寺田 郁香 （森林圏フィールド

科学） 

Sapling species and genetic diversity alters the relationship between plant–herbivore interactions and 
ecosystem function（植物ー草食動物相互作用と生態系機能の関係に対する稚樹の種多様性・遺

伝的多様性の影響）棚田 愛美 （森林圏フィールド科学） 

The transport of P in a mountain slope of conifer forest（針葉樹森林流域における水溶性リンの動

態）文 銘 （森林圏フィールド科学） 

北海道の草地型酪農地域における酪農家バルク乳中の脂肪酸組成および揮発性成分の多様性

石川 ふく（耕地圏科学） 

ハスカップにおける高次倍数体系統の表現型解析およびその後代を用いた異数体バリエーシ

ョンの作出 鈴木 夢乃（耕地圏科学） 

 

環境物質科学専攻 

Application of water-resistant metal-organic frameworkNH2-MIL-53(Al) as a catalyst support for 
reduction of nitrite and nitrate in water（水中亜硝酸イオンおよび硝酸イオン還元反応のための

耐水金属有機構造体 NH2-MIL-53(Al)の触媒担体利用）黄 渊（ナノ環境材料） 
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電子求引基としてニトロ基をもつ新規蛍光ソルバトクロミック色素の創製 高田 真緒（生

体物質科学） 

Studies on modification of titanium(IV) oxide with copper(I) oxide for enhancement of photocatalytic 
performance（酸化銅(I)担持による酸化チタン(IV)の光触媒活性向上に関する研究）張 冬 
（環境触媒化学） 

チオフェニルエテニル部位を導入した新規蛍光色素の合成検討 岡 千夏（生体物質科学） 

ドラスタチン16誘導体の合成研究 片山 佳祐（生体物質科学） 

ユニット集積型付着阻害化合物の合成研究 加藤 聖也 （生体物質科学） 

褐藻類の性フェロモン生合成を模倣した環化反応の開発 工藤 秀斗（生体物質科学） 

ムルチフィデンの合成研究 原 美咲（生体物質科学） 

多層被覆電極による第一級アミンの脱水素化反応 姉帶 一樹（ナノ環境材料） 

PEG修飾チオールを用いた水溶性銀ナノ粒子の効率合成と性質 阿部 滉平（ナノ環境材料） 

銅–鉄共ドープカーボンナノチューブ触媒の酸素還元活性と反応選択性 阿部 大輝（ナノ

環境材料） 

白金-ニッケルナノワイヤー触媒の酸素還元反応活性および電子状態 井口 誼美（ナノ環

境材料） 

スズを修飾した貴金属単結晶電極における硝酸イオン還元 鵜沼 佑規（ナノ環境材料） 

ホモシステイン修飾電極上でのエナンチオ選択的酸化還元反応 岡 紗雪 （ナノ環境材料） 

安定化クリーギー中間体CH3CHOOとギ酸および水蒸気との反応性に関する研究 川越 

博之 （ナノ環境材料） 

Synthesis and properties of subnano Au clusters coordinated by substituted-phenylene-bridged 
diphosphines （置換フェニレン架橋配位子を用いたサブナノ金クラスターの合成と特性）阮 

林霄（ナノ環境材料） 

Effect of the composition and acid properties of boron phosphate on its catalytic performance for 
dehydration of 1,2-propanediol （1,2-プロパンジオールの脱水反応に対するリン酸ホウ素の触

媒特性に組成および酸性質が与える効果）孔 雁彬（ナノ環境材料） 

水中硝酸イオン還元反応に活性を示す担持ニッケル触媒への亜鉛添加効果 小口 幸子 
（ナノ環境材料） 

自己組織性対イオンに誘起されるサブナノ金クラスターの光学応答 酒井 麻希（ナノ環

境材料） 

環状金属チオラート化合物の固相での発光応答特性 嶋田 章吾（ナノ環境材料） 

五員複素環を有する金属錯体の合成と二酸化炭素吸着特性評価 杉浦 みのり（ナノ環境

材料） 

リンタングステン酸で修飾した担持酸化鉄触媒によるメタクロレイン選択酸化反応 高橋 

美里（ナノ環境材料） 
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A two-step process combining adsorptive removal and catalytic combustion toward treatment of 
wastewater containing 1,4-dioxane （1,4-ジオキサン含有廃水処理のための吸着除去と触媒燃

焼からなる2段階プロセス）張 潔瓊（ナノ環境材料） 

スラッジ状ウラン廃棄物の処理過程で生じる高濃度硝酸廃水の浄化 山田 千波（ナノ環

境材料） 

金属酵素修飾電極における擬似生体膜の構築と反応追跡 吉田 生未（ナノ環境材料） 

アルカリ金属イオンを包接した[2.2.2]Cryptandを対カチオンとする[Ni(dmit)2]結晶 髙

橋 優太（光電子科学） 

Development of rhodamine6G-anthracene linked molecules for spatiotemporal detection of singlet 
oxygen(一重項酸素を時空間選択的に検知するローダミン6G-アントラセン連結型分子の開

発) 趙 韓俊 （光電子科学） 

超分子アプローチに基づくハロゲン化アルキルアンモニウムの結晶内分子運動の実現 蓮

尾 直洋（光電子科学） 

粒径を制御した八面体形状アナタース酸化チタンによる光触媒活性の粒径依存性の解明 

小池 沙耶佳（環境触媒化学） 

Studies on multielectron water-oxidation mechanism of tungsten(VI)-oxide photocatalysts based on 
light intensity-dependence and action-spectrum analyses（光強度依存性および作用スペクトル解

析にもとづく酸化タングステン上の多電子移動酸素生成反応機構に関する研究）朱 学智 
（環境触媒化学） 

 

 
 
１５−３ 修業年限修業学位取得率 
 

博士後期課程 

 

 入学者数 

令和２年度までの修了者 

標準年限内 

修了者数 

取得率 

（％） 

平成 30 年４月 

入学者 
33 10 30.30 

 
※修士（博士前期）課程は省略（概ね年限内で取得している） 
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１６ 研究成果発表状況 
 
16－1 査読有り論文 
平成２年度に受理された査読有り論文を専攻毎にまとめる。下線の氏名は環境科学院学生（修

了者も学院所属時の発表ならば含む）、イタリックの氏名は学院教員、括弧内は受理日（年／月

／日）を表しており、受理された年度（４月１日－３月 31 日）で分けている。なお、教員のみ

の業績については各部局の報告等に所載するため掲載していない。専攻を跨いでいる業績に関

しては*印を付けている（以下同じ）。 
 
環境起学専攻 
Alam, M. K., Negishi, J. N., Rahman, M. A. T., Tolod, J. R. (2020) Stable isotope ratios of 
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コム，株式会社レブニーズ，北海道立総合研究機構（林業試験場），大和エネルギー株式会社，富士
ネットワークス，三菱スペース・ソフトウェア株式会社，コカ・コーラボトラーズジャパン株式会社 
 
環境物質科学専攻 
第一工業製薬株式会社，東洋インキ SC ホールディングス，富士紡ホールディングス株式会社， 
長谷川香料株式会社，東京化成工業株式会社，日本製紙株式会社，ライオン株式会社，ENEOS 
株式会社，三菱マテリアル株式会社，北海道当別高等学校，王子ホールディングス株式会社， 
北海道警察，株式会社 KOKUSAI ELECTRIC，京セラ株式会社，国立研究開発法人 新エネルギ
ー・産業技術総合開発機構，国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構，住友電機工業株式会
社，富士通株式会社，日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ株式会社 ，マイクロンメモリジャ
パン合同会社，Yangtze Memory Technologies Corp 
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１８ 規程 

 

 
北海道大学大学院環境科学院規程 

平成１７年４月１日 

海大達第４９号 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人北海道大学組織規則（平成16年海大達第31号）第27条の３第４項の

規定に基づき，環境科学院（以下「本学院」という。）の教育課程等に関し必要な事項を定めるもの

とする。 

（目的） 

第１条の２ 本学院は，自然科学に基礎をおき，地球規模の環境問題の解明と解決を目指す教育研究を

行うとともに，これらの課題に取り組む研究者及び高度専門職業人の養成を目的とする。 

第１章の２ 専攻及び課程 

（専攻） 

第１条の３ 本学院に，次の専攻を置く。 

環境起学専攻 

地球圏科学専攻 

生物圏科学専攻 

環境物質科学専攻 

（課程） 

第２条 本学院の課程は，博士課程とする。 

第２章 入学，再入学，転学，所属変更及び転専攻 

（入学） 

第３条 本学院に入学することのできる者は，北海道大学大学院通則（昭和29年海大達第３号。以下

「通則」という。）第４条第５項に規定する修士課程（以下「修士課程」という。）にあっては，通

則第10条第１項各号のいずれかに，通則第４条第５項に規定する博士後期課程（以下「博士後期課

程」という。）にあっては，通則第10条第２項各号のいずれかに該当する者とする。 

２ 前項に規定する者のうち，本学院の行う選考に合格した者については，教授会の議を経て，総長が

入学を許可する。 

（再入学及び転学） 

第４条 通則第13条各号に該当する者が本学院に再入学又は転学を願い出た場合は，選考の上，教授会

の議を経て，総長がこれを許可することがある。 

（所属変更及び転専攻） 

第４条の２ 通則第13条の２第１号に該当する者が本学院に所属の変更を願い出た場合及び通則第13条

の２第２号に該当する者が転専攻を願い出た場合は，選考の上，教授会の議を経て，学院長がこれを

許可することがある。 

第３章 授業科目，修了要件，履修方法及び試験 

（授業科目及び単位） 

第５条 各専攻の授業科目及び単位は，別表のとおりとする。 

２ 前項に規定する授業科目のほか，必要がある場合においては，教授会の議を経て，臨時の授業科目

を設けることができる。 
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（単位数の計算の基準） 

第５条の２ 各授業科目の単位数を定めるに当たっては，１単位の授業科目を45時間の学修を必要とす

る内容をもって構成することを標準とし，授業の方法に応じ，当該授業による教育効果，授業時間外

に必要な学修等を考慮して，次の基準により単位数を計算するものとする。 

(1) 講義については，15時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 演習については，30時間の授業をもって１単位とする。 

(3) 実習については，45時間の授業をもって１単位とする。 

（課程の修了要件） 

第６条 修士課程の修了要件は，大学院に２年以上在学し，30単位以上を修得し，かつ，必要な研究指

導を受けた上，修士課程の目的に応じ，本学院の行う修士論文又は特定の課題についての研究の成果

の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者につい

ては，大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。 

２ 本学院において教育上有益と認めるときは，本学院の他の専攻，北海道大学（第10条において「本

学」という。）の大学院の研究科，他の学院若しくは教育部の専攻の授業科目又は学部の授業科目若

しくは北海道大学専門横断科目規程（平成31年海大達第50号）に定める専門横断科目を指定して履修

させ，修士課程の単位とすることができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，北海道大学大学院共通授業科目規程（平成12年海大達

第24号）に定める授業科目（次条において「共通授業科目」という。）を指定して履修させ，修士課

程の単位とすることができる。 

第７条 博士課程の修了要件は，大学院に５年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者に

あっては，当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学し，修士課程において30単位以上，

博士後期課程において10単位以上をそれぞれ修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行

う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を

上げた者については，大学院に３年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあって

は，当該課程における２年の在学期間を含む。）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前条第１項ただし書の規定による在学期間をもって修士課程を修了した者の博士課程の修了の要件

については，前項中「５年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課

程における２年の在学期間を含む。）」とあるのは「修士課程における在学期間に３年を加えた期

間」と，「３年（修士課程に２年以上在学し，当該課程を修了した者にあっては，当該課程における

２年の在学期間を含む。）」とあるのは「３年（修士課程における在学期間を含む。）」と読み替え

て，前項の規定を適用する。 

３ 前２項の規定にかかわらず，学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第156条の規定によ

り，大学院への入学資格に関し修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者が，博

士課程の後期３年の課程に入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院に３年以上在学し，10単

位以上を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，本学院の行う博士論文の審査及び試験に合格す

ることとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，大学院に１年

以上在学すれば足りるものとする。 

４ 本学院において教育上有益と認めるときは，共通授業科目を指定して履修させ，第１項の規定によ

り修得すべき単位とすることができる。 

（長期履修） 

第８条 本学院において，学生が職業を有している等の事情により，標準修業年限を超えて一定の期間

にわたり計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは，教授会の議

を経て，その計画的な履修（以下「長期履修」という。）を認めることができる。 
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２ 長期履修に関し通則第４条の２に定めるもののほか，本学院において必要な事項は，教授会の議を

経て，学院長が別に定める。 

（他大学の大学院等における履修等） 

第９条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院の授

業科目を履修し，又は外国の大学の大学院若しくは国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との

間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和51年法律第72号）第１条第２項に規定する1972年12月11日の

国際連合総会決議に基づき設立された国際連合大学（次条において「国際連合大学」という。）にお

いて学修することを認めることができる。 

２ 前項の規定により学生が履修した授業科目について修得した単位又は学修の成果については，修士

課程及び博士後期課程を通して10単位を超えない範囲において，教授会の議を経て第６条第１項又は

第７条の規定により修得すべき単位の一部とみなすことができる。 

３ 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，学生が他の大学の大学院若しくは

研究所等又は外国の大学の大学院若しくは研究所等において必要な研究指導を受けることを認めるこ

とができる。ただし，修士課程の学生について認める場合には，当該研究指導を受ける期間は，１年

を超えないものとする。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第10条 本学院において教育上有益と認めるときは，教授会の議を経て，新たに本学院に入学した学生

が，本学院に入学する前に本学若しくは他の大学の大学院において履修した授業科目について修得し

た単位（科目等履修生として履修した授業科目について修得した単位を含む。）又は外国の大学の大

学院若しくは国際連合大学において学修した成果を，本学院に入学した後の本学院における授業科目

の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定により修得したものとみなすことができる単位数は，本学大学院において修得した単位

以外のものについては，修士課程及び博士後期課程を通して10単位を超えない範囲において，第６条

第１項又は第７条の規定のより修得すべき単位の一部とすることができる。 

（履修方法） 

第11条 授業科目の履修方法の細目については，教授会の議を経て，学院長が定める。 

（試験） 

第12条 各授業科目の試験（以下「科目試験」という。）は，当該授業科目の授業が終了した学期末に

行う。ただし，やむを得ない事由があるときは，教授会の議を経て，臨時に実施することができる。 

（成績の評価） 

第13条 科目試験の成績は，秀，優，良，可及び不可の５種とし，秀，優，良及び可を合格とする。 

（学位論文の提出期日） 

第14条 修士課程及び博士課程の学位論文は，本学院の定める期日までに提出しなければならない。 

第４章 課程修了の認定 

（課程修了の認定） 

第15条 修士課程及び博士課程の修了は，当該課程の修了要件を満たした者について，教授会の議を経

て，総長がこれを認定する。 

第５章 特別聴講学生，特別研究学生及び外国人留学生 

（特別聴講学生） 

第16条 本学院において特定の授業科目を履修し，単位を修得しようとする他の大学の大学院又は外国

の大学の大学院の学生があるときは，教授会の議を経て，特別聴講学生としてこれを許可することが

できる。 

２ 特別聴講学生は，学期又は学年ごとに許可する。 



 - 79 - 

３ 特別聴講学生に係る試験及び成績の評価については，第12条及び第13条の規定を準用する。 

（特別研究学生） 

第17条 本学院において研究指導を受けようとする他の大学の大学院又は外国の大学の大学院の学生が

あるときは，教授会の議を経て，特別研究学生としてこれを許可することができる。 

第18条 削除 

（外国人留学生） 

第19条 通則第47条の規定による外国人留学生の入学については，教授会の議を経て，総長がこれを許

可することがある。 

附 則 

１ この規程は，平成17年４月１日から施行する。 

２ 北海道大学大学院通則の一部を改正する規則（平成17年海大達第45号）附則第２項に規定する地球

環境科学研究科の地圏環境科学専攻，生態環境科学専攻，物質環境科学専攻又は大気海洋圏環境科学

専攻に在学する者（以下「地球環境科学研究科在学者」という。）に係る教育課程の実施及び課程修

了の認定は，同附則第４項の規定に基づき環境科学院が行うものとし，当該地球環境科学研究科在学

者に係る教育課程，課程修了の要件その他教育に関し必要な事項は，環境科学院において別に定め

る。 

３ 北海道大学大学院地球環境科学研究科規程（平成５年海大達第15号）は，廃止する。 

附 則（平成18年４月１日海大達第95号） 

この規程は，平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年４月１日海大達第140号） 

１ この規程は，平成19年４月１日から施行する。 

２ 平成19年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の第13条の規定にかかわらず，

なお従前の例による。 

附 則（平成19年12月26日海大達第285号） 

この規程は，平成19年12月26日から施行する。 

附 則（平成20年４月１日海大達第83号） 

１ この規程は，平成20年４月１日から施行する。 

２ 平成20年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則（平成22年４月１日海大達第95号） 

この規程は，平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成23年４月１日海大達第121号） 

この規程は，平成23年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年４月１日海大達第128号） 

１ この規程は，平成27年４月１日から施行する。 

２ 平成27年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則（平成28年４月１日海大達第92号） 

１ この規程は，平成28年４月１日から施行する。 

２ 平成28年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年
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４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の北海道大学大学院環境科学院

規程の規定にかかわらず，なお従前の例による。 

附 則（平成29年４月１日海大達第120号） 

この規程は，平成29年４月１日から施行する。 

附 則（平成31年４月１日海大達第101号） 

１ この規程は，平成31年４月１日から施行する。 

２ 平成31年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

附 則（令和２年４月１日海大達第90号） 

１ この規程は，令和２年４月１日から施行する。 

２ 令和２年３月31日に本学大学院に在学する者（以下この項において「在学者」という。）及び同年

４月１日以降に在学者の属する年次に入学する者については，改正後の別表の規定にかかわらず，な

お従前の例による。 

 

別表（第５条関係） 

環境起学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単

位以上を修得すること。 

（必修科目）  

環境起学論文講読Ⅰ 4 

環境起学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

環境科学基礎論 2 

国際環境保全学総論 2 

環境汚染比較特論 2 

地生態資源学特論 2 

気候変動影響特論 2 

自然環境学総論 2 

再生可能エネルギー総論 2 

水循環学特論 2 

環境情報地理学特論 2 

水資源学特論 2 

流域環境学特論 2 

環境保全学特論 2 

寒冷陸圏環境学特論 

応用生態学特論 

2 

2 

環境解析法演習Ⅰ 2 

環境解析法演習Ⅱ 2 

山岳環境観測法実習 4 

統合自然環境調査法実習 2 

統合環境地理調査法実習 4 
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環境適応学総論 2 

環境適応学特論 2 

環境計量学特論 2 

統合環境分析法実習 4 

環境起学基礎演習 1 

実践環境科学総論Ⅰ 2 

実践環境科学総論Ⅱ 2 

実践環境科学特論 2 

実践環境科学演習Ⅰ 1 

実践環境科学演習Ⅱ 1 

実践環境科学実習Ⅰ 1 

実践環境科学実習Ⅱ 1 

実践環境科学インターンシップⅠ 2 

実践環境科学インターンシップⅡ 2 

国際科学コミュニケーション法特論 2 

環境起学特別講義Ⅰ 2 

環境起学特別講義Ⅱ 2 

環境起学特別講義Ⅲ 2 

環境科学英語ライティング特論 2 

 

博士後期課程 

 

（必修科目）  

環境起学論文講読Ⅱ 4 

環境起学特別研究Ⅱ 8 

地球圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単

位以上を修得すること。 

（必修科目）  

地球圏科学論文講読Ⅰ 4 

地球圏科学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

古環境学基礎論 2 

地球雪氷学基礎論 2 

大気海洋物理学基礎論 2 

大気海洋化学基礎論 2 

古気候学特論 2 

生物地球化学基礎論 2 

北極域総論 2 

古気候変動学特論 2 

大気圏化学特論 2 

化学海洋学特論 2 
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海洋生物地球化学特論 2 

生態系環境科学特論 2 

生態系物質循環学特論 2 

氷河・氷床学特論 2 

雪氷水文学特論 2 

寒冷圏気象・気候学特論 2 

理論雪氷学特論 2 

大気環境科学特論 2 

極域海洋学特論 2 

大気力学特論 2 

海洋力学特論 2 

気候変動特論 2 

気候モデリング特論 2 

地球流体力学特論 2 

大気海洋解析法特論 2 

遠隔情報学特論 2 

地球圏科学特別講義Ⅰ 2 

地球圏科学特別講義Ⅱ 2 

地球圏科学特別講義Ⅲ 2 

地球圏科学特別講義Ⅳ 2 

地球圏科学演習Ⅰ 4 

地球圏科学演習Ⅱ 4 

地球圏科学実習Ⅰ 4 

地球圏科学実習Ⅱ 4 

地球雪氷学実習Ⅰ 2 

地球雪氷学実習Ⅱ 2 

博士後期課程  

（必修科目）  

地球圏科学論文講読Ⅱ 4 

地球圏科学特別研究Ⅱ 8 

生物圏科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目12単位を含み，合計30単

位以上を修得すること。 

（必修科目）  

生物圏科学論文講読Ⅰ 4 

生物圏科学特別研究Ⅰ 8 

（選択科目）  

多様性生物学基礎論 2 

生態学基礎論 2 

分子生物学基礎論 2 

海洋生物環境学基礎論 2 
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フィールド科学基礎論 

北方生態系の生物多様性基礎論 

2 

2 

生物生産学基礎論 2 

多様性生物学特論Ⅰ 2 

多様性生物学特論Ⅱ 2 

生態遺伝学特論Ⅰ 2 

生態遺伝学特論Ⅱ 2 

環境分子生物学特論Ⅰ 2 

環境分子生物学特論Ⅱ 2 

植物生態学特論Ⅰ 2 

植物生態学特論Ⅱ 2 

動物生態学特論Ⅰ 2 

動物生態学特論Ⅱ 2 

海洋生物圏環境科学特論Ⅰ 2 

海洋生物圏環境科学特論Ⅱ 2 

水圏科学特論Ⅰ 2 

水圏科学特論Ⅱ 2 

森林圏科学特論Ⅰ 2 

森林圏科学特論Ⅱ 2 

森林圏科学特論Ⅲ 2 

森林圏科学特論Ⅳ 2 

耕地圏科学特論Ⅰ 2 

耕地圏科学特論Ⅱ 2 

生物圏科学特別講義Ⅰ 2 

生物圏科学特別講義Ⅱ 2 

生物圏科学実習Ⅰ 4 

生物圏科学実習Ⅱ 4 

フィールド科学特別実習Ⅰ 1 

フィールド科学特別実習Ⅱ 1 

博士後期課程  

（必修科目）  

生物圏科学論文講読Ⅱ 4 

生物圏科学特別研究Ⅱ 8 

環境物質科学専攻 

授業科目 単位 備考 

修士課程  修士課程の修了要件 

必修科目18単位，選択必修科目か

ら8単位以上を含み，合計30単位以

上を修得すること。ただし，環境物

質科学実習Ⅰ及び環境物質科学実習

Ⅱの単位は，修了に必要な単位数に

（必修科目）  

環境物質科学論文講読Ⅰ 4 

環境物質科学特別研究Ⅰ 8 

環境物質科学基礎論Ⅰ 2 

環境物質科学基礎論Ⅱ 2 
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環境物質科学基礎論Ⅲ 2 算入することができない。 

（選択必修科目）  

分子環境学特論Ⅰ 2 

生体物質科学特論Ⅰ 2 

生体物質科学特論Ⅱ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅰ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅱ 2 

ナノ環境材料化学特論Ⅲ 2 

光電子科学特論Ⅰ 2 

光電子科学特論Ⅱ 2 

環境触媒化学特論Ⅰ 2 

環境触媒化学特論Ⅱ 2 

（選択科目）  

分子環境学特論Ⅱ 2 

分子環境学特論Ⅲ 2 

環境物質科学特別講義Ⅰ 1 

環境物質科学特別講義Ⅱ 1 

環境物質科学特別講義Ⅲ 1 

環境物質科学特別講義Ⅳ 1 

環境物質科学実習Ⅰ 4 

環境物質科学実習Ⅱ 4 

博士後期課程  

（必修科目）  

環境物質科学論文講読Ⅱ 4 

環境物質科学特別研究Ⅱ 8 

環境科学院共通科目 

授業科目 単位 備考 

修士課程   

（選択科目）  

環境科学総論 2 

環境科学研究基礎論 1 

国際環境科学実習Ⅰ 1 

国際環境科学実習Ⅱ 1 

国際環境科学研究Ⅰ 2 

国際環境科学研究Ⅱ 2 

博士後期課程  

（選択科目）  

国際環境科学特別研究Ⅰ 2 

国際環境科学特別研究Ⅱ 2 

国際環境科学特別研究Ⅲ 2 
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１９ 予算 

年度 
（単位：千円） 

運営費交付金 

令和２年度 ９，４８３ 

 

 

 

２０ 安全管理 

実施項目 防災訓練 

実施日 １０月２６日 

実施内容：通報訓練，安否確認システム訓練 

実施項目 安全教育 

実施時期 ４月～６月 

実施内容：「安全の手引き」，「安全の手引き DVD版」，「化学薬品の取扱いについて」，「安全マニュア

ル 環境科学院」を活用して安全教育を各研究室等単位で実施 

実施項目 職場巡視 

実施時期 １０月 

実施内容：各研究室・実験室等における労働災害等を未然に防止し，省エネルギーの意識を高めるた

めに実験室・居室等を対象に実施 
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２１ 国際交流協定 
部局間交流協定 
 

国・地域名 機関名 締結日 備考 

1 アメリカ合衆国 
イリノイ大学大学院シカゴ校 
UIC Graduate College, The University of Illinois at 
Chicago 

平成5年7月14日 
（更新：平成30年3月31日）  

2 インドネシア共和国 パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成7年3月16日 
（更新：平成9年12月13日) 
（更新：平成15年11月21日) 
（満了：平成18年8月25日) 

※ 

3 英国（イギリス） ノッティンガム大学  
University of Nottingham 

平成8年2月9日 
（廃止：平成14年2月6日）  

4 ネパール連邦民主共和国 
トリブバン大学科学技術研究科 
Institute of Science and Technology, Tribhuvan 
University 

平成9年10月17日 
（更新：平成12年10月17日） 
（更新：平成16年1月20日） 
（満了：平成22年10月23日） 

※ 

5 中華人民共和国 
蘭州大学資源環境学院 
School of Earth and Environmental Sciences, Lanzhou 
University 

平成9年11月17日 
（更新：平成14年11月17日） 
（更新：平成19年11月17日） 
（満了：平成22年4月9日） 

※ 

6 マレーシア 
マレーシア・サバ大学科学技術研究科 
School of Science and Technology, Universiti Malaysia 
Sabah 

平成10年1月16日 
（廃止：平成15年1月15日）  

7 中華民国（台湾） 

国立成功大学永続環境科技研究センター 
国立成功大学環境工程学系 
Sustainable Environment Research Center, National 
Cheng Kung University 
Department of Environmental Engineering, National 
Cheng Kung University 

平成22年9月2日 
（廃止：平成28年3月31日）  ※ 

8 ドイツ連邦共和国  
GEOMAR ヘルムホルツ キール海洋研究センター
GEOMAR | Helmholtz Centre for Ocean 
Research Kiel 

平成24年5月31日 
（更新：平成29年11月10日）  

9 中華民国（台湾） 
国立東華大学環境学院 
College of Environmental Studies, National Dong Hwa 
University 

平成24年6月25日 
（満了：平成30年3月19日） ※ 

10 アメリカ合衆国 
ユタ大学大学院・ナノ研究所 
Graduate School/ Nano Institute of Utah, University of 
Utah 

平成25年1月22日 
（更新：平成30年1月22日）  

11 マレーシア 
マレーシア・サバ大学熱帯生物保全研究所 
Institute for Tropical Biology and Conservation, 
Universiti Malaysia Sabah 

平成26年2月5日 
（更新：平成31年2月5日） ※ 

12 マレーシア 
マレーシア大学テレンガヌ校海洋科学・環境科学部 
School of Marine Science and Environment, Universiti 
Malaysia Terengganu 

平成26年9月29日  

13 ノルウェー王国 オスロ大学地球科学科 
Department of Geosciences, University of Oslo 平成27年2月16日  

14 中華人民共和国 
香港科技大学理学院 
School of Science, The Hong Kong University of Science 
and Technology 

平成27年12月28日  

15 アメリカ合衆国 

カリフォルニア大学サンディエゴ校スクリプス 
海洋研究所 
The Regents of the University of California on behalf of 
its San Diego campus’s Scripps Institution of 
Oceanography 

平成28年3月17日  

16 ノルウェー王国 
オスロ大学数学・自然科学部 
The Faculty of Mathematics and Natural Science, 
University of Oslo 

平成29年7月13日  

17 中華人民共和国 
華東師範大学地球科学部 
Faculty of Earth Sciences, East China Normal 
University 

平成29年10月23日  

18 イタリア共和国 
トリノ大学農学，森林科学及び食品科学部 
Department of Agricultural, Forest and Food Science, 
University of Turin 

平成29年10月26日  
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19 インドネシア共和国 
イスラム大学数学・自然科学部 
Faculty of Mathematics and Natural Sciences, Islamic 
University of Indonesia 

平成30年2月27日  

20 ロシア連邦 北東連邦大学 
North-Eastern Federal University 

平成30年7月26日 
（廃止：令和2年4月15日）  

21 中華人民共和国 
武漢紡織大学化学・化学工学院 
College of Chemistry and Chemical Engineering, 
Wuhan Textile University 

令和元年10月15日  

22 タイ王国 ヴィデャシリメディ科学技術大学 
Vidyasirimedhi Institute of Science and Technology 令和2年2月27日  

※：後日大学間交流締結 
 
大学間交流協定 

 国・地域名 機関名 締結日 備考 

1 大韓民国 ソウル大学校 
Seoul National University 

平成9年10月1日 
（更新：平成14年10月1日） 
（更新：平成19年10月1日） 
（更新：平成24年10月1日） 
（更新：平成29年10月1日） 

 

2 大韓民国 釜慶大学校 
Pukyong National University 

平成12年10月25日 
（更新：平成17年10月25日） 
（更新：平成22年10月25日） 
（更新：平成27年10月25日） 

 

3 フィンランド共和国 オウル大学 
University of Oulu 

平成13年12月11日 
（参画：平成24年1月） 
（更新：平成28年12月11日） 

 

4 アメリカ合衆国 ハワイ大学マノア校 
University of Hawaii at Manoa 

平成15年6月30日 
（参画：平成22年10月） 
（更新：平成25年6月30日） 

 

5 中華人民共和国 南開大学 
Nankai University 

平成18年5月11日 
（更新：平成23年5月11日） 
（更新：平成28年5月11日） 

 

6 インドネシア共和国 パランカラヤ大学 
University of Palangka Raya 

平成18年8月26日 
（更新：平成23年8月26日） 
（更新：平成28年8月26日） 

※ 

7 スイス連邦 スイス連邦工科大学 
Swiss Federal Institute of Technology Zurich (ETH) 

平成19年6月13日 
（更新：平成23年5月30日） 
（更新：平成28年7月21日） 
（更新：平成30年6月13日） 
（更新：令和2年11月5日） 

※ 

8 ロシア連邦 
極東連邦総合大学 
Far Eastern Federal University 
（現 極東連邦大学 
Far Eastern Federal University） 

平成19年11月12日 
（更新：平成26年9月25日）  

9 オーストラリア連邦 タスマニア大学 
University of Tasmania 

平成21年1月9日 
（更新：平成26年1月9日）  

10 ドイツ連邦共和国  ブレーメン大学 
Universität Bremen 

平成22年2月11日 
（更新：平成27年2月11日）  

11 中華人民共和国 蘭州大学 
Lanzhou University 

平成22年4月9日 
（更新：平成27年4月9日）  

12 ネパール連邦民主共和国 トリブバン大学 
Tribhuvan University 

平成22年10月24日 
（更新：平成27年10月24日） ※ 

13 中華人民共和国 東南大学 
Southeast University 

平成22年10月29日 
（更新：平成27年10月29日） ※ 

14 中華人民共和国 厦門大学 
Xiamen University 

平成22年11月25日 
（更新：平成27年11月25日）  

15 中華人民共和国 中国海洋大学 
Ocean University of China 

平成23年2月3日 
（更新：平成28年2月3日）  
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16 中華人民共和国 西北農林科技大学 
Northwest A&F University 

平成23年10月13日 
（更新：平成28年10月13日）  

17 中華民国（台湾） 国立中興大学 
National Chung Hsing University 

平成24年3月14日 
（更新：平成29年3月14日）  

18 ロシア連邦 北東連邦大学 
North-Eastern Federal University 

平成24年4月2日 
（更新：平成29年4月2日）  

19 大韓民国 成均館大学校 
Sungkyunkwan University 

平成24年12月27日 
（更新：平成29年12月27日）  

20 中華民国（台湾） 国立成功大学 
National Cheng Kung University 

平成25年1月23日 
（更新：平成30年1月23日）  

21 インドネシア共和国 バンドン工科大学 
Institut Teknologi Bandung  平成26年3月20日  

22 フィリピン共和国 フィリピン大学 
The University of The Philippines 

平成26年7月16日 
（改訂：令和3年7月16日） ※ 

23 マレーシア マレーシア・サバ大学 
Universiti Malaysia Sabah 平成28年4月12日 ※ 

24 中華民国（台湾） 国立東華大学 
National Dong Hwa University 平成29年6月7日 ※ 

25 インド インド工科大学ボンベイ校 
Indian Institute of Technology Bombay 平成30年1月15日  

26 インド インド工科大学マドラス校 
Indian Institute of Technology Madras 平成30年3月26日  

27 インド インド工科大学ハイデラバード校 
Indian Institute of Technology Hyderabad 平成30年4月2日  

※：責任部局として参画 
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